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人権に関する村民意識調査

名東郡佐那河内村

2019（令和元）年 8月 調査



　２１世紀は「人権の世紀」と言われ、すべての人々の人権が尊重される、真に

豊かで平和な社会の実現は、私たちみんなの願いです。

　本村においても、「佐那河内村総合計画」の基本構想における、むらづくりの

目標の一つとして掲げ、人権を大切にする社会づくりや平和を大切にする社会づ

くりの推進により、基本的人権を尊重する社会の確立に努めることとしておりま

す。

　また、平成２１年９月には「佐那河内村人権条例」を策定施行し、「人権の里

佐那河内」として、人権教育・啓発を総合的に推進して参りましたが、これまで

の人権施策の検証を行うとともに、今後、更なる効果的な施策を検討・立案して

いくための基礎資料とするため、令和元年８月「人権に関する村民意識調査」を

実施し、この度、その結果を報告書として取りまとめたものです。

　今回の調査結果を踏まえ、人権を大切にする社会づくりに反映していくととも

に、人権課題の解決に向けて幅広い取組を推進して参りたいと考えております。

　最後になりましたが、この調査の実施に当たり、ご協力いただきました村民の

皆様に心から厚くお礼申し上げます。

令和元年１２月

佐那河内村長　岩 城　福 治

　　はじめに
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　（７）インターネットによる人権侵害 ･･････････････････････････････････････････････････

　（２）人権に関する考え･･････････････････････････････････････････････････････････････

　３ 人権侵害････････････････････････････････････････････････････････････････････････
　（１）人権侵害経験の有無 ･････････････････････････････････････････････････････････

　６ 人権問題に関する自由意見･･････････････････････････････････････････････････････

　（２）女性の人権････････････････････････････････････････････････････････････････････
　（３）子どもの人権･･････････････････････････････････････････････････････････････････
　（４）高齢者の人権･･････････････････････････････････････････････････････････････････

　（２）受けた人権侵害の態様 ･･･････････････････････････････････････････････････････

　（２）年齢
　（３）職業

Ⅰ 調査の概要･･････････････････････････････････････････････････････････････････････

　２ 調査方法

Ⅱ 調査結果･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････
　１ 回答者の属性･･･････････････････････････････････････････････････････････････････
　（１）性別

目　　 次

　（３） 人権擁護委員制度の認知度･･･････････････････････････････････････････････････
　（４） 心がけるべき行動････････････････････････････････････････････････････････････

　５ 人権尊重社会実現への取組････････････････････････････････････････････････････
　（１） 講演会・研修会に関する意識･････････････････････････････････････････････････
　（２） 効果的な人権啓発広報活動･･････････････････････････････････････････････････

　２ 人権意識････････････････････････････････････････････････････････････････････････

　（１）同和問題･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････

　１ 調査の目的

　３ 回収結果

　（３）人権侵害を受けたときの対応･･････････････････････････････････････････････････

　４ 個別の人権問題･･････････････････････････････････････････････････････････････････

3



１．調査の目的
　　この調査は、村民の人権問題に関する意識等を把握し、これからの人権尊重を基本
　としたむらづくり施策を推進していく上での基礎資料とすることを目的とする。

２．調査方法                        

　　(１)　調査対象　　佐那河内村在住の満１６歳以上の男女

　　(２)　対象者数　３５０人

　　(３)　抽出方法　　令和元年８月１日の住民基本台帳より単純無作為抽出

　　(４)　調査期間 令和 元年 ８月

　　(５)　調査方法 郵送による配布及び回収
　　　　
　　　　
３．回収結果

令和元年

Ⅰ　調 査 の 概 要

回収数 回収率
350 115 32.86%

配布数
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Ⅱ　調査結果　※四捨五入により、合計割合が100.0％にならない項目があります。

１　回答者の属性

（１） 性別 （２） 年齢

（３） 職業

男

37%

女

63%

16-25歳
6%

26-35歳
11%

36-45歳
16%

46-55歳
16%

56-65歳
19%

66-75歳
19%

民間組織の従業員

27%

自営業（家族従事

者を含みます）又は

自由業
17%農林水産業従事者

（家族従事者を含

みます）
17%

その他

15%

職業についていない

8%

公務員（公団、公社

などの職員を含み

ます） 7%

家事専業

5%

学生（受験勉強中

の方を含む）

4%
民間組織の経営者等

0%

72人
43人

7人
13人

18人

18人

22人

22人

15人

8人 31人

20人

19人

6人

9人

17人

5人

76歳以上
　13％ 
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２　人権意識
　（１）　人権への親近感
　　問１　人権を身近なものと感じていますか。（○は２つだけ）（単位：％）

男 女
4.7% 12.9%

46.5% 42.9%
18.6% 31.4%
25.6% 10.0%

2.3% 0.0%
2.3% 2.9%

16-25歳 26-35歳 36-45歳 46-55歳 56-65歳 66-75歳 76歳以上

1 0.0% 7.7% 11.1% 5.6% 23.8% 4.5% 7.1%
2 71.4% 15.4% 38.9% 44.4% 33.3% 54.5% 64.3%
3 14.3% 46.2% 27.8% 27.8% 28.6% 22.7% 14.3%
4 14.3% 30.8% 5.6% 22.2% 14.3% 18.2% 7.1%
5 0.0% 0.0% 5.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
6 0.0% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0% 7.1%

６　わからない

選択肢
１　非常に身近に感じる
２　身近に感じる
３　どちらとも言えない
４　身近に感じない
５　まったく身近に感じない

　「問１　人権を身近なものと感じていますか。（○は２つだけ）」については、「２
身近に感じる」 が 44.2%、「１　非常に身近に感じる」 が 9.7%で、これらを合わせる
と、身近に感じている人が 53.9% となっている。一方、「４　身近に感じない」 が
16.4%、「５　まったく身近に感じない」 が 0.９%で、これらを合わせると、身近に感
じない人が 17.3% となっている。

　性別でみると、女性より男性の割合の方が高く、差が一番大きい選択肢は、「４　身近
に感じない」（男性：25.6%、女性：10.0%）であり、一方、男性より女性の割合が高
く、差が一番大きい選択肢は、「３　どちらとも言えない」（男性：18.6%、女性：31.
4%）となっている。

　年齢別でみると、ほとんどの年代で、「１　非常に身近に感じる」「２　身近に感じ
る」がほぼ過半数となっている。一方、26-35歳では、あわせて 23.1% と比較的少なく
なっている。

１ 非常に身近に感じる

　　　　9.7%

２ 身近に感じる

44.2%　

　26.5%

５ まったく身近に

感じない 0.9%

６ わからない 2.7%
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４　身近に感じない　16.4%

３　どちらとも言えない



　（２）　人権に関する考え

男 女

25.6% 31.9%
58.1% 61.1%
14.0% 4.2%

2.3% 1.4%
0.0% 1.4%

16-25歳 26-35歳 36-45歳 46-55歳 56-65歳 66-75歳 76歳以上

1 57.1% 30.8% 50.0% 11.1% 31.8% 9.1% 40.0%
2 42.9% 61.5% 27.8% 83.3% 59.1% 81.8% 46.7%
3 0.0% 7.7% 11.1% 5.6% 9.1% 9.1% 6.7%
4 0.0% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
5 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.7%

５　まったく思わない

選択肢

１　強くそう思う
２　そう思う
３　どちらとも言えない
４　そうは思わない

　「問２－１　人権は、自分自身も含むすべての村民の問題である。（○は１つだけ）」
については、「２　そう思う」 が 60.0%、「１　強くそう思う」 が 29.6%で、これら
を合わせると、人権問題について当事者意識を持っている人が 89.6% となっている。一
方、「４　そうは思わない」 が 1.7%、「５　まったく思わない」 が 0.9%で、これらを
合わせると、人権問題について当事者意識を持っていない人が 2.6% となっている。

　性別でみると、女性より男性の割合の方が高く、差が一番大きい選択肢は、「３　どち
らとも言えない」（男性：14.0%、女性：4.2%）であり、一方、男性より女性の割合が
高く、差が一番大きい選択肢は、「１　強くそう思う」（男性：25.6%、女性：
31.9%）となっている。

　年齢別でみると、全年代で「1　強くそう思う」「２　そう思う」が圧倒的多数となっ
ている。一方、「４　そうは思わない」が、36-45歳で 11.1% 、「５　まったく思わ
ない」が、76歳以上で 6.7% となっている。

　　問２－１　人権は、自分自身も含むすべての村民の問題だと思いますか。（○は１つ
だけ）（単位：％）

１ 強くそう思う

29.6%

２ そう思う 60.0%

３ どちらとも言えない　7.8%

　

４ そうは思わない

1.7% ５ まったく思わない   0.9%
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男 女

11.6% 20.6%
55.8% 48.5%
30.2% 22.1%

0.0% 7.4%
2.3% 1.5%

16-25歳 26-35歳 36-45歳 46-55歳 56-65歳 66-75歳 76歳以上

1 28.6% 16.4% 11.8% 16.7% 22.7% 19.0% 7.7%
2 57.1% 30.8% 58.8% 66.7% 40.9% 52.4% 53.8%
3 14.3% 45.2% 23.5% 5.6% 36.4% 28.6% 15.4%
4 0.0% 7.7% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0% 15.4%
5 0.0% 0.0% 5.9% 0.0% 0.0% 0.0% 7.7%

１　強くそう思う
選択肢

２　そう思う
３　どちらとも言えない
４　そうは思わない
５　まったく思わない

　「問２－２　自分の権利ばかりを主張して、他人の人権を考えない人が増えてきている
と思いますか。（○は１つだけ）」については、「２　そう思う」 が 51.4%、「１　強
くそう思う」 が 17.1%で、これらを合わせると、自分の権利ばかり主張する人が増えて
きていると感じている人が 68.5% となっている。一方、「４　そうは思わない」 が
4.5%、「５　まったく思わない」 が 1.8%で、これらを合わせると、自分の権利ばかり
主張する人が増えてきていると感じていない人が 6.3% となっている。

　性別でみると、女性より男性の割合の方が高く、差が一番大きい選択肢は、「３　どち
らとも言えない」（男性：30.2%、女性：22.1%）であり、一方、男性より女性の割合
が高く、差が一番大きい選択肢は、「１　強くそう思う」（男性：11.6%、女性：
20.6%）となっている。

　年齢別にみると、全世代で、「１　強くそう思う」「２　そう思う」が過半数となって
いる。

　　問２－２　自分の権利ばかりを主張して、他人の人権を考えない人が増えてきている
と思いますか。（○は１つだけ）（単位：％）

　　　
１ 強くそう思う　17.1%

２ そう思う 51.4%

３ どちらとも言えない

25.2%

４ そうは思わない

4.5%
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５　まったく思わない1.8%



男 女

2.3% 1.5%
9.3% 11.8%

74.4% 60.3%
11.6% 22.1%

2.3% 4.4%

16-25歳 26-35歳 36-45歳 46-55歳 56-65歳 66-75歳 76歳以上

1 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.5% 4.8% 0.0%
2 0.0% 0.0% 5.9% 5.6% 9.1% 14.3% 38.5%
3 85.7% 53.8% 70.6% 77.8% 72.7% 61.9% 38.5%
4 14.3% 46.2% 17.6% 16.7% 13.6% 14.3% 7.7%
5 0.0% 0.0% 5.9% 0.0% 0.0% 4.8% 15.4%

選択肢

４　そうは思わない
５　まったく思わない

１　強くそう思う
２　そう思う
３　どちらとも言えない

　「問２－３　ここ数年で、村民の人権への関心は高くなってきていると思いますか。
（○は１つだけ）」については、「２　そう思う」 が 10.8%、「１　強くそう思う」 が
1.8%で、これらを合わせると、村民の人権意識が高まっていると感じる人が 12.6% と
なっている。一方、「４　そうは思わない」 が 18.0%、「５　まったく思わない」 が
3.6%で、これらを合わせると、村民の人権意識が高まっているとは感じない人が 21.6%
となっている。

　性別でみると、女性より男性の割合の方が高く、差が一番大きい選択肢は、「３　どち
らとも言えない」（男性：74.4%、女性：60.3%）であり、一方、男性より女性の割合
が高く、差が一番大きい選択肢は、「４　そうは思わない」（男性：11.6%、女性：
22.1%）となっている。

　年齢別にみると、全世代で、「３　どちらとも言えない」が最多数となっている。一
方、26-35歳では、「４　そうは思わない」が 46.2% となっており、76歳以上では、
「２　そう思う」が 38.5% となっている。

　　問２－３　ここ数年で、村民の人権への関心は高くなってきていると思いますか。
（○は１つだけ）（単位：％）

１ 強くそう思う

1.8%

２ そう思う 10.8%

３ どちらとも言えない

　　 65.8%

４ そうは思わない

18.0%

５ まったく思わない

3.6%
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　（３）　関心のある人権問題

tu

男 女

8.6% 6.7%
8.1% 12.0%

11.6% 9.1%
12.1% 10.0%
14.6% 13.5%

0.0% 1.2%
4.5% 3.5%
3.0% 3.5%
1.0% 1.2%
5.1% 3.2%
8.6% 5.3%

12.6% 13.5%

1.0% 0.6%

0.0% 0.3%
1.0% 0.6%

８　ハンセン病回復者に関する問題

１１　犯罪被害者等に関する問題

３　子どもに関する問題
４　高齢者に関する問題
５　障がい者に関する問題
６　アイヌの人々に関する問題

１　同和問題（部落差別問題）
２　女性に関する問題

７　外国人に関する問題

選択肢

９　ＨＩＶ（エイズ）感染者等に関する問題
１０　刑を終えて出所した人に関する問題

１２　インターネットによる人権侵害の問題

１４　ホームレスに関する問題

１７　その他

3.5% 5.9%

１５　性同一性障害者や同性愛者などのＬＧＢＴ
に関する問題

1.5% 5.6%

１８　特にない

１６　東日本大震災被災者及び原発事故に伴う被
爆者にかかる風評被害等に関する問題

3.0% 4.4%

１３　北朝鮮当局による拉致被害者及びその家族
の人権問題

　　問３　人権に関する問題について、特に関心のあるものはどれですか。（○を5つつ
けてください。）（単位：％）

５ 障がい者に関す

る問題 13.9%

１２ インターネット

による人権侵害の

問題 13.2%

４ 高齢者に関する

問題 10.8%

２ 女性に関する問題

　　 10.6%

３ 子どもに関する

問題 10.0%

１ 同和問題(部落
差別問題) 7.4%

１１ 犯罪被害者等

に関する問題 6.5%

１３ 北朝鮮当局に

よる拉致被害者及

びその家族の人権

問題 5.0%

１５ 性同一性障害者

や同性愛者などのＬＧ

ＢＴに関する問題 4.1%

１０ 刑を終えて出

所した人に関する

問題 3.9%

１６ 東日本大震災被災

者及び東京電力福島原

発事故に伴う被爆者に

かかる風評被害等に関

する問題 3.9%

７ 外国人に関する

問題 3.9%

８ ハンセン病回復

者に関する問題

3.3%

９ ＨＩＶ（エイズウイ

ルス）感染者等に関

する問題 1.1%
１４ ホームレスに

関する問題 0.7%

１８ 特にない 0.7%

６ アイヌの人々に

関する問題 0.7%
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16-25歳 26-35歳 36-45歳 46-55歳 56-65歳 66-75歳 76歳以上

1 6.5% 6.7% 5.7% 5.9% 8.2% 7.9% 10.8%
2 12.9% 13.3% 10.3% 11.8% 11.8% 8.9% 6.2%
3 6.5% 8.3% 12.6% 11.8% 12.7% 6.9% 7.7%
4 9.7% 3.3% 10.3% 8.2% 12.7% 15.8% 10.8%
5 16.1% 11.7% 16.1% 11.8% 16.4% 13.9% 10.8%
6 3.2% 0.0% 0.0% 1.2% 0.0% 1.0% 1.5%
7 9.7% 5.0% 5.7% 2.4% 2.7% 3.0% 3.1%
8 3.2% 1.7% 1.1% 3.5% 2.7% 5.0% 6.2%
9 0.0% 3.3% 0.0% 1.2% 1.8% 1.0% 0.0%

10 0.0% 5.0% 2.3% 5.9% 1.8% 3.0% 9.2%
11 3.2% 5.0% 4.6% 9.4% 5.5% 6.9% 9.2%
12 12.9% 16.7% 17.2% 17.6% 12.7% 7.9% 7.7%
13 3.2% 0.0% 3.4% 2.4% 2.7% 11.9% 9.2%
14 0.0% 3.3% 0.0% 0.0% 0.0% 1.0% 1.5%
15 9.7% 10.0% 4.6% 4.7% 3.6% 0.0% 1.5%
16 3.2% 6.7% 2.3% 1.2% 4.5% 5.9% 3.1%
17 0.0% 0.0% 1.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
18 0.0% 0.0% 2.3% 1.2% 0.0% 0.0% 1.5%

　「問３　人権に関する問題について、特に関心のあるものはどれですか。　（○を５つ
つけてください。）」については、「５　障がい者に関する問題」 が 13.9%、「１２
インターネットによる人権侵害の問題」 が 13.2%、「４　高齢者に関する問題」 が
10.8%、「２　女性に関する問題」 が 10.6%、「３　子どもに関する問題」 が 10.0%
で、これらを合わせると、いわゆる社会的弱者と呼ばれる立場の方の人権に関心がある人
が、58.5% となっている。

　性別でみると、女性より男性の割合の方が高く、差が一番大きい選択肢は、「１１　犯
罪被害者等に関する問題」（男性：8.6%、女性：5.3%）であり、一方、男性より女性の
割合が高く、差が一番大きい選択肢は、「１５　性同一性障害者や同性愛者などのＬＧＢ
Ｔに関する問題」（男性：1.5%、女性：5.6%）となっている。

　年齢別にみると、全世代で、「５　障がい者の人権問題」は、10%以上となっている。
65歳以下で、「１２　インターネットによる人権の問題」「２　女性に関する問題」が
10%以上となっている。56歳以上で、「４　高齢者に関する問題」が10%以上となって
いる。36-65歳で、「３　子どもに関する問題」が10%以上になっている。
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３　人権侵害
　（１）人権侵害経験の有無

男 女

12.5% 34.8%
67.5% 49.3%
20.0% 15.9%

16-25歳 26-35歳 36-45歳 46-55歳 56-65歳 66-75歳 76歳以上

1 0.0% 38.5% 29.4% 11.8% 36.4% 28.6% 23.1%
2 50.0% 30.8% 47.1% 76.5% 50.0% 61.9% 69.2%
3 50.0% 30.8% 23.5% 11.8% 13.6% 9.5% 7.7%

３　わからない

１　ある
２　ない

選択肢

　　問４－１　今までに自分の人権が侵害されたと感じたことがありますか。（○は１つ
だけ）（単位：％）

　「問４－１　今までに自分の人権が侵害されたと感じたことがありますか。（○は１つ
だけ）」については、「１　ある」 が 26.6%で、約４人に１人が人権侵害の被害を自覚
している。

　性別でみると、女性より男性の割合の方が高く、差が一番大きい選択肢は、「２　な
い」（男性：67.5%、女性：49.3%）であり、一方、男性より女性の割合が高く、差が
一番大きい選択肢は、「１　ある」（男性：12.5%、女性：34.8%）となっている。

　年齢別にみると、ほとんどの世代で、「２　ない」が最多数となっている。一方、26-
35歳では、「１　ある」が最多数となっている。

１ ある 26.6%

２ ない 56.9%

３ わからない 
16.5%
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　（２）受けた人権侵害の態様

男 女

14.3% 25.8%
28.6% 9.7%

0.0% 6.5%
0.0% 6.5%

14.3% 19.4%
28.6% 12.9%
14.3% 11.3%

0.0% 1.6%
0.0% 3.2%

16-25歳 26-35歳 36-45歳 46-55歳 56-65歳 66-75歳 76歳以上

1 0.0% 21.4% 13.3% 0.0% 33.3% 30.8% 40.0%
2 0.0% 14.3% 13.3% 0.0% 16.7% 0.0% 20.0%
3 0.0% 7.1% 13.3% 0.0% 5.6% 0.0% 0.0%
4 0.0% 7.1% 6.7% 25.0% 0.0% 7.7% 0.0%
5 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.6% 7.7% 0.0%
6 0.0% 21.4% 6.7% 25.0% 22.2% 30.8% 0.0%
7 0.0% 7.1% 26.7% 25.0% 11.1% 15.4% 0.0%
8 0.0% 21.4% 13.3% 25.0% 5.6% 7.7% 0.0%
9 0.0% 0.0% 6.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

10 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 40.0%

８　性的嫌がらせ（セクハラ）
７　職場でのいじめ・嫌がらせ（パワハラ）
６　プライバシーの侵害

５　人種、信条、性別、社会的身分又は門地によ
る政治的、経済的、社会的関係における差別

２　公的機関や企業などによる不当な扱い

選択肢

１　あらぬうわさや悪口による名誉や信用の侵害

　　問４－２　今までに自分の人権がどのようなことで侵害されたと思いましたか。（○
はいくつでも）（単位：％）

３　地域でのなかまはずれ、無理強いなど
４　家庭での暴力や虐待

１０　わからない
９　その他

0.0% 3.2%

１ あらぬうわさや

悪口などによる名

誉や信用の侵害 
24.6%

６ プライバシーの

侵害 18.8%

７ 職場でのいじ

め・嫌がらせ（パ

ワーハラスメント） 
14.5%

２ 公的機関や企業

などによる不当な扱

い 11.6%

８ 性的嫌がらせ

（セクシュアル・ハラ

スメント） 11.6%

３ 地域でのなかま

はずれ、無理強いなど

    5.8%

４ 家庭での暴力や

虐待 5.8%

５ 人種、信条、性

別、社会的身分又

は門地による政治

的、経済的、社会的

関係における差別 
2.9%

１０ わからない 
2.9%

その他 1.4%
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　「問４－２　今までに自分の人権がどのようなことで侵害されたと思いましたか。（○
はいくつでも）」については、「１　あらぬうわさや悪口などによる名誉や信用の侵害」
が 24.6%と最も多く、次いで「６　プライバシーの侵害」 が 18.8%となっている。

　性別でみると、女性より男性の割合の方が高く、差が一番大きい選択肢は、「２　公的
機関や企業などによる不当な扱い」（男性：28.6%、女性：9.7%）であり、一方、男性
より女性の割合が高く、差が一番大きい選択肢は、「１　あらぬうわさや悪口などによる
名誉や信用の侵害」（男性：14.3%、女性：25.8%）となっている。

　年齢別にみると、多くの年代で「１　あらぬうわさや悪口などによる名誉や信用の侵
害」「６　プライバシーの侵害」が最多数となっている。一方、36-55歳では、「７　職
場でのいじめ・嫌がらせ（パワーハラスメント）」が最多数となっている。
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　（３）人権侵害を受けたときの対応

男 女

33.3% 16.7%
33.3% 21.4%

0.0% 2.4%
0.0% 4.8%
0.0% 4.8%
0.0% 9.5%
0.0% 4.8%
0.0% 2.4%
0.0% 4.8%
0.0% 2.4%

33.3% 26.2%

16-25歳 26-35歳 36-45歳 46-55歳 56-65歳 66-75歳 76歳以上

1 0.0% 14.3% 18.2% 33.3% 16.7% 30.0% 0.0%
2 0.0% 14.3% 27.3% 33.3% 16.7% 30.0% 20.0%
3 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.0% 0.0%
4 0.0% 0.0% 9.1% 0.0% 0.0% 10.0% 0.0%
5 0.0% 0.0% 9.1% 0.0% 8.3% 0.0% 0.0%
6 0.0% 28.6% 9.1% 0.0% 8.3% 0.0% 0.0%
7 0.0% 0.0% 9.1% 0.0% 8.3% 0.0% 0.0%
8 0.0% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
9 0.0% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 10.0% 0.0%

10 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 8.3% 0.0% 0.0%
11 0.0% 14.3% 18.2% 33.3% 33.3% 10.0% 80.0%

選択肢

５　公的機関（県・村）に相談した

２　家族、親戚に相談した
３　常会長や民生委員・児童委員に相談した
４　法務局、人権擁護委員に相談した

６　警察に相談した
７　弁護士に相談した

　　問４－３　今までに自分の人権が侵害されたと思ったときに、どのように対応しまし
たか。（○はいくつでも）（複数回答、単位：％）

８　民間団体に相談した

１　友だち、同僚、上司に相談した

９　相手に抗議するなど、自分で解決した
１０　その他
１１　何もしなかった

１１ 何もしなかった

　　 27.1%

２ 家族、親戚に相

談した 22.9%
１ 友だち、同僚、

上司に相談した 
18.8%

６ 警察に相談した 
8.3%

４ 法務局、人権擁

護委員に相談した 
4.2%

５ 公的機関（県・

村）に相談した 
4.2%

７ 弁護士に相談した

　 4.2%

９ 相手に抗議する

など、自分で解決した

 4.2%

３ 常会長や民生委

員・児童委員に相

談した 2.1%

８ 民間団体に相談

した 2.1%

その他 2.1%
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　「問４－３　今までに自分の人権が侵害されたと思ったときに、どのように対応しまし
たか。（○はいくつでも）」については、「１１　何もしなかった」 が 27.1%と、約４
人に１人の割合となっている。一方、「２　家族、親戚に相談した」 が 22.9%、「１
友だち、同僚、上司に相談した」 が 18.8%で、これらを合わせると、身近な人への相談
が 41.7% となっている。

　性別でみると、女性より男性の割合の方が高く、差が一番大きい選択肢は、「１　友だ
ち、同僚、上司に相談した」（男性：33.3%、女性：16.7%）であり、一方、男性より
女性の割合が高く、差が一番大きい選択肢は、「６　警察に相談した」（男性：0.0%、女
性：9.5%）となっている。

　年齢別にみると、回答のあったほとんどの世代で「相談した」が多数となっている。ま
た、「相談した」のなかでは、「２　家族、親戚に相談した」「１　友だち、同僚、上司
に相談した」が多数となっている。一方、76歳以上では、「１１　何もしなかった」が圧
倒的多数となっている。
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４　個別の人権問題
　（１）同和問題

男 女

34.1% 32.8%
46.3% 55.2%
19.5% 9.0%

0.0% 3.0%

16-25歳 26-35歳 36-45歳 46-55歳 56-65歳 66-75歳 76歳以上

1 33.3% 23.1% 20.0% 41.2% 27.3% 52.4% 28.6%
2 50.0% 61.5% 60.0% 52.9% 59.1% 38.1% 42.9%
3 16.7% 15.4% 20.0% 5.9% 13.6% 4.8% 21.4%
4 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.8% 7.1%

選択肢

１　よく知っている
２　少しは知っている

　　問５－１　「同和問題あるいは部落差別問題」と言われる人権問題を知っています
か。（○は１つだけ）（単位：％）

４　まったく知らない

　「問５－１　「同和問題あるいは部落差別問題」と言われる人権問題を知っています
か。（○は１つだけ）」については、「２　少しは知っている」 が 51.9%、「１　よく
知っている」 が 33.3%、「３　聞いたことがある」 が 13.0%で、これらを合わせる
と、「知っている」が 98.2% となっている。一方、「４　まったく知らない」 が 1.9%
となっている。

　性別でみると、女性より男性の割合の方が高く、差が一番大きい選択肢は、「３　聞い
たことがある」（男性：19.5%、女性：9.0%）であり、一方、男性より女性の割合が高
く、差が一番大きい選択肢は、「２　少しは知っている」（男性：46.3%、女性：55.2
%）となっている。

　年齢別にみると、すべての世代で、「１　よく知っている」「２　少しは知っている」
を合わせた「知っている」という意見が圧倒的多数となっている。一方、66歳以上では
「４　まったく知らない」は5%前後の割合となっている。

３　聞いたことがある

１ よく知っている 
33.3%

２ 少しは知っている

 51.9%

３ 聞いたことがある 

   13.0%

４ まったく知らない

    1.9%
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男 女

2.2% 3.3%
17.4% 16.7%

2.2% 1.7%
2.2% 1.7%

10.9% 3.3%
4.3% 1.7%
8.7% 5.0%

34.8% 53.3%
4.3% 1.7%
0.0% 0.0%
2.2% 1.7%
4.3% 0.0%
0.0% 0.0%
4.3% 5.0%
2.2% 5.0%

　　問５－２　「同和問題あるいは部落差別問題」と言われる人権問題を知っている人
は、どのようなきっかけで知りましたか。（○は１つだけ）（単位：％）

１２　講演会や研修で知った
１３　村や県の広報誌や冊子で知った
１４　はっきりしない
１５　その他

７　友だちから聞いた
８　学校の授業で教わった
９　テレビ、ラジオ、映画、新聞で知った
１０　ＳＮＳ等のインターネットで知った
１１　書籍で知った

６　職場の人から聞いた

１　祖父母から聞いた
選択肢

５　近所の人から聞いた

２　父母から聞いた
３　その他の家族から聞いた
４　親戚の人から聞いた

８ 学校の授業で教

わった 47.1%

２ 父母から聞いた 
17.6%

７ 友だちから聞

いた 6.9%

１４ はっきりしない 
4.9%

１５ その他 3.9%

１ 祖父母から聞

いた 2.9%

５ 近所の人から聞

いた 2.9%

６ 職場の人から聞

いた 2.9%

９ テレビ、ラジオ、

映画、新聞で知った

　2.9%

３ その他の家族か

ら聞いた 2.0%

４ 親戚の人から聞

いた 2.0%

１１ 書籍で知った 
2.0% １２ 講演会や研修

で知った 2.0%

１０ SNS等のイン
ターネットで知った 

0.0%

１３ 村や県の広報

誌や冊子で知った 
0.0%
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16-25歳 26-35歳 36-45歳 46-55歳 56-65歳 66-75歳 76歳以上

1 0.0% 9.1% 0.0% 0.0% 4.5% 0.0% 6.7%
2 0.0% 0.0% 0.0% 6.7% 22.7% 33.3% 26.7%
3 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.2% 6.7%
4 0.0% 0.0% 0.0% 6.7% 0.0% 4.2% 0.0%
5 0.0% 9.1% 0.0% 0.0% 0.0% 20.8% 6.7%
6 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 8.3% 6.7%
7 0.0% 0.0% 8.3% 6.7% 18.2% 0.0% 6.7%
8 100.0% 81.8% 66.7% 80.0% 31.8% 12.5% 13.3%
9 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.5% 8.3% 0.0%

10 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
11 0.0% 0.0% 8.3% 0.0% 4.5% 0.0% 0.0%
12 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.2% 6.7%
13 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
14 0.0% 0.0% 16.7% 0.0% 0.0% 4.2% 13.3%
15 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 13.6% 0.0% 6.7%

　「問　５－２　「同和問題あるいは部落差別問題」と言われる人権問題を知っている人
は、どのようなきっかけで知りましたか。（○は１つだけ）」については、「８　学校の
授業で教わった」 が 47.1%と最も多く、次いで「２　父母から聞いた」 が 17.6%と
なっている。

　性別でみると、女性より男性の割合の方が高く、差が一番大きい選択肢は、「５　近所
の人から聞いた」（男性：10.9%、女性：3.3%）であり、一方、男性より女性の割合が
高く、差が一番大きい選択肢は、「８　学校の授業で教わった」（男性：34.8%、女性：
53.3%）となっている。

　年齢別でみると、16歳-65歳では、「８　学校の授業で教わった」が最多数となってい
る。一方、66歳以上では、「２　父母から聞いた」が最多数となっている。
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男 女

14.0% 5.6%
9.3% 7.0%

48.8% 59.2%
27.9% 28.2%

16-25歳 26-35歳 36-45歳 46-55歳 56-65歳 66-75歳 76歳以上

1 0.0% 0.0% 0.0% 22.2% 18.2% 9.1% 0.0%
2 0.0% 7.7% 0.0% 16.7% 0.0% 18.2% 6.7%
3 100.0% 69.2% 64.7% 38.9% 50.0% 54.5% 40.0%
4 0.0% 23.1% 35.3% 22.2% 31.8% 18.2% 53.3%

　　問６　結婚や就職などで同和地区と呼ばれる地域出身の人かどうかの身元調査を行う
ことについてどう思いますか。（○は１つだけ）（単位：％）

１　みんながやっているからやむを得ない
選択肢

２　必要なことだ
３　必要ない
４　わからない

　「問６　結婚や就職などで同和地区と呼ばれる地域出身の人かどうかの身元調査を行う
ことについてどう思いますか。（○は１つだけ）」については、「３　必要ない」 が
55.3%となっている。一方、「１　みんながやっているからやむを得ない」 が 8.8%、
「２　必要なことだ」 が 7.9%で、これらを合わせると、肯定が 16.7%となっている。

　性別でみると、女性より男性の割合の方が高く、差が一番大きい選択肢は、「１　みん
ながやっているからやむを得ない」（男性：14.0%、女性：5.6%）であり、一方、男性
より女性の割合が高く、差が一番大きい選択肢は、「３　必要ない」（男性：48.8%、女
性：59.2%）となっている。

　年齢別でみると、全年代で「３　必要ない」が多数となっている。一方、46-75歳で
は、「１　みんながやっているからやむを得ない」「２　必要なことだ」も一定の割合と
なっている。

１ みんながやって

いるからやむを得

ない 8.8%
２ 必要なことだ

7.9%

３ 必要ない 55.3%

４ わからない

28.1%
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男 女

45.5% 49.3%

2.3% 1.4%
6.8% 8.5%

16-25歳 26-35歳 36-45歳 46-55歳 56-65歳 66-75歳 76歳以上

1 14.3% 23.1% 5.6% 5.6% 0.0% 0.0% 6.7%
2 57.1% 53.8% 66.7% 38.9% 40.9% 45.5% 40.0%
3 14.3% 7.7% 16.7% 27.8% 36.4% 31.8% 40.0%
4 0.0% 7.7% 5.6% 16.7% 13.6% 13.6% 0.0%
5 0.0% 0.0% 0.0% 5.6% 4.5% 0.0% 0.0%
6 14.3% 7.7% 5.6% 5.6% 4.5% 9.1% 13.3%

　　問７－１　あなたの家族が結婚しようとする相手が、同和地区と呼ばれる地域出身の
人とわかった場合どうしますか。（○は１つだけ）（単位：％）

7.0%
１　家族や親戚の反対があっても、反対する人を
説得するなどして、結婚できるように応援すると
思う

4.5%

２　本人の意思を尊重し、結婚に賛成すると思う

6.8% 11.3%

22.5%

６　わからない
５　その他

選択肢

３　不安であるが、本人の意思が強ければしかた
がないと思う

34.1%

４　家族や親戚の反対があれば、結婚を考え直す
ように説得すると思う

１ たとえ家族等の

反対があっても、説

得するなどして応援

する 6.1%

２ 本人の意思を尊

重し、結婚に賛成する

　 48.2%

３ 不安だが、本人

の意志が強ければ

しかたがない 27.2%

４ 家族などの反対

があれば、考え直

すように説得する
9.6%

５ その他 0.9% ６ わからない 7.9%
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　「問７－１　あなたの家族が結婚しようとする相手が、同和地区と呼ばれる地域出身の
人とわかった場合どうしますか。（○は１つだけ）」については、「２　本人の意思を尊
重し、結婚に賛成すると思う」 が 48.2%、「３　不安であるが、本人の意思が強ければ
しかたがないと思う」 が 27.2%、「１　たとえ家族や親戚の反対があっても、反対する
人を説得するなどして、結婚できるように応援すると思う」 が 6.1%で、これらを合わせ
ると、肯定が 81.5% となっている。一方、「４　家族や親戚の反対があれば、結婚を考
え直すように説得すると思う」 が 9.6% となっている。

　性別でみると、女性より男性の割合の方が高く、差が一番大きい選択肢は、「３　不安
であるが、本人の意思が強ければしかたがないと思う」（男性：34.1%、女性：
22.5%）であり、一方、男性より女性の割合が高く、差が一番大きい選択肢は、「４　家
族や親戚の反対があれば、結婚を考え直すように説得すると思う」（男性：6.8%、女性：
11.3%）となっている。

　年齢別にみると、全世代で、「１　たとえ家族や親戚の反対があっても、反対する人を
説得するなどして、結婚できるように応援すると思う」「２　本人の意思を尊重し、結婚
に賛成すると思う」「３　不安であるが、本人の意思が強ければしかたがないと思う」を
合わせた「結婚を許す」意見が圧倒的多数となっている。一方、46-75歳では、「４　家
族や親戚の反対があれば、結婚を考え直すように説得すると思う」が、10%以上となって
いる。
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男 女

41.5% 42.6%
17.1% 10.3%
41.5% 47.1%

16-25歳 26-35歳 36-45歳 46-55歳 56-65歳 66-75歳 76歳以上

1 85.7% 53.8% 61.1% 33.3% 38.1% 25.0% 25.0%
2 0.0% 7.7% 5.6% 27.8% 14.3% 20.0% 0.0%
3 14.3% 38.5% 33.3% 38.9% 47.6% 55.0% 75.0%

　　問７－２　あなたが結婚しようとする相手が、同和地区と呼ばれる地域出身の人とわ
かった場合どうしますか。（○は１つだけ）（単位：％）

３　わからない
２　家族や親戚の反対があれば結婚しない
１　自分の意思を貫いて結婚する

選択肢

　「問７－２　あなたが結婚しようとする相手が、同和地区と呼ばれる地域出身の人とわ
かった場合どうしますか。（○は１つだけ）」については、「３　わからない」 が
45.0% と最も多く、次いで「１　自分の意思を貫いて結婚する」 が 42.2% となってい
る。

　性別でみると、女性より男性の割合の方が高く、差が一番大きい選択肢は、「２　家族
や親戚の反対があれば結婚しない」（男性：17.1%、女性：10.3%）であり、一方、男
性より女性の割合が高く、差が一番大きい選択肢は、「３　わからない」（男性：
41.5%、女性：47.1%）となっている。

　年齢別にみると、45歳以下では、「１　自分の意思を貫いて結婚する」が過半数となっ
ている。一方、56歳以上では、「３　わからない」がほぼ半数以上となっている。

１ 自分の意思を貫

いて結婚する

42.2%

２ 家族や親戚の

反対があれば結婚

しない 12.8%

３ わからない

45.0%
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男 女

0.0% 0.0%
0.0% 0.0%

11.6% 2.8%

16-25歳 26-35歳 36-45歳 46-55歳 56-65歳 66-75歳 76歳以上

1 71.4% 61.5% 72.2% 38.9% 52.4% 54.5% 33.3%
2 14.3% 23.1% 16.7% 44.4% 42.9% 40.9% 53.3%
3 0.0% 7.7% 5.6% 11.1% 0.0% 4.5% 0.0%
4 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
5 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
6 14.3% 7.7% 5.6% 5.6% 4.8% 0.0% 13.3%

　　問７－３　あなたの職場や近所の人が、同和地区と呼ばれる地域出身の人とわかった
場合どうしますか。（○は１つだけ）（単位：％）

46.5% 57.7%

２　つきあうことは変わらないが、何となく気を
つかう

　「問７－３　あなたの職場や近所の人が、同和地区と呼ばれる地域出身の人とわかった
場合どうしますか。（○は１つだけ）」については、「１　これまでと同じように、親し
くつきあうと思う」 が 53.5% となっている。一方、「２　つきあうことは変わらない
が、何となく気をつかうと思う」 が 36.0%、「３　表面的にはつきあうが、できるだけ
つきあいはさけていくと思う」 が 4.4% で、これらを合わせると、否定的な意見が
40.4% となっている。

　性別でみると、女性より男性の割合の方が高く、差が一番大きい選択肢は、「６　わか
らない」（男性：11.6%、女性：2.8%）であり、一方、男性より女性の割合が高く、差
が一番大きい選択肢は、「１　これまでと同じように、親しくつきあうと思う」（男性：
46.5%、女性：57.7%）となっている。

　年齢別にみると、全年代で、「１　これまでと同じように、親しくつきあうと思う」が
多数となっている。一方、46歳以上では、45歳以下に比べ、「２　つきあうことは変わ
らないが、何となく気をつかうと思う」の割合が高くなっている。

選択肢

１　これまでと同じように、親しくつきあうと思
う

５　その他
６　わからない

４　つきあいはやめてしまうと思う

３　表面的にはつきあうが、できるだけつきあい
はさけていくと思う

2.3% 5.6%

33.8%39.5%

１ これまでと同じよ

うに、親しくつきあう

53.5%

２ つきあうことは変

わらないが、何とな

く気をつかう 36.0%

３ 表面的にはつき

あうが、できるだけ

つきあいはさける

4.4%

６ わからない 6.1%
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男 女

9.3% 14.5%
41.9% 44.9%
37.2% 34.8%

2.3% 1.4%
9.3% 4.3%

16-25歳 26-35歳 36-45歳 46-55歳 56-65歳 66-75歳 76歳以上

1 28.6% 7.7% 29.4% 5.6% 9.5% 4.8% 13.3%
2 42.9% 38.5% 35.3% 44.4% 42.9% 61.9% 33.3%
3 14.3% 46.2% 23.5% 44.4% 38.1% 33.3% 40.0%
4 0.0% 0.0% 5.9% 0.0% 4.8% 0.0% 0.0%
5 14.3% 7.7% 5.9% 5.6% 4.8% 0.0% 13.3%

　　問７－４　あなたの親しい友人が、同和問題について強い偏見をもっていることがわ
かった場合どうしますか。（○は１つだけ）（単位：％）

選択肢

１　その友人の偏見をただすように、努力する
２　誤りは指摘するが、それ以上の努力はしない
３　特に何もしないと思う
４　その他
５　わからない

　「問７－４　あなたの親しい友人が、同和問題について強い偏見をもっていることがわ
かった場合どうしますか。（○は１つだけ）」については、「２　誤りは指摘するが、そ
れ以上の努力はしないと思う」 が 43.8%、「１　その友人の偏見をただすように、努力
すると思う」 が 12.5%で、これらを合わせると、が 56.3% となっている。一方、「３
特に何もしないと思う」 が 35.7% となっている。

　性別でみると、女性より男性の割合の方が高く、差が一番大きい選択肢は、「５　わか
らない」（男性：9.3%、女性：4.3%）であり、一方、男性より女性の割合が高く、差が
一番大きい選択肢は、「１　その友人の偏見をただすように、努力すると思う」（男性：
9.3%、女性：14.5%）となっている。

　年齢別にみると、おおむね全世代で、「２　誤りは指摘するが、それ以上の努力はしな
いと思う」「３　特に何もしないと思う」が多数となっている。一方、16-25歳および
36-45歳では、他の世代に比べ、「１　その友人の偏見をただすように、努力すると思
う」が比較的多数となっている。

１ その友だちの偏

見をただすように、

努力する 12.5%

２ 誤りは指摘する

が、それ以上の努

力はしないと思う 
43.8%

３ 特に何もしない 
35.7%

４ その他 1.8%

５ わからない 
6.3%
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男 女

15.7% 20.2%
25.5% 22.4%
16.7% 18.6%

3.9% 1.6%
8.8% 11.5%
6.9% 9.3%

0.0% 0.0%
1.0% 2.2%
2.9% 2.2%

16-25歳 26-35歳 36-45歳 46-55歳 56-65歳 66-75歳 76歳以上

1 23.8% 15.6% 14.9% 20.4% 18.9% 19.6% 18.8%
2 23.8% 25.0% 27.7% 20.4% 18.9% 27.5% 21.9%
3 14.3% 18.8% 25.5% 12.2% 20.8% 15.7% 15.6%
4 4.8% 0.0% 2.1% 2.0% 3.8% 2.0% 3.1%
5 14.3% 18.8% 2.1% 14.3% 9.4% 9.8% 9.4%
6 9.5% 6.3% 10.6% 14.3% 9.4% 5.9% 0.0%
7 9.5% 6.3% 8.5% 10.2% 15.1% 11.8% 15.6%
8 0.0% 9.4% 4.3% 4.1% 1.9% 2.0% 0.0%
9 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

10 0.0% 0.0% 2.1% 0.0% 0.0% 3.9% 6.3%
11 0.0% 0.0% 2.1% 2.0% 1.9% 2.0% 9.4%

　　問８　同和問題に関することで、次のような問題があります。人権上、どれが深刻な
問題だと思いますか。（○は３つまで）（単位：％）

3.9% 2.7%

9.3%
７　同和地区と呼ばれる地域住民との交流や交際
を避ける人がいる
８　同和問題の理解不足につけ込み、高額図書を
売りつけるなどのえせ同和行為が横行している

14.7%

選択肢

１　結婚に周囲が反対する
２　就職・職場で不利な扱いをする
３　差別的な発言をする
４　差別的な落書きがある
５　結婚や就職などの際に身元調査を行う
６　インターネット上に差別的な情報を掲載する

９　その他
１０　特に問題はない
１１　わからない

２ 就職・職場で不利

な扱いをする 23.5%

１ 結婚に周囲が反

対する 18.6%

３ 差別的な発言をする

 17.9%

７ 同和地区と呼ばれ

る地域住民との交流

や交際を避ける人が

いる 11.2%

５ 結婚や就職などの

際に身元調査を行う 
10.5%

６ インターネット上に

差別的な情報を掲載

する 8.4%

８ 同和問題の理解不足につ

け込み、高額図書を売りつけ

るなどの「えせ同和行為」が

横行している 3.2%

４ 差別的な落書きが

ある 2.5%

１１ わからない 2.5%
１０ 特に問題はない 

1.8%

その他0.0%
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　「問８　同和問題に関することで、次のような問題があります。人権上、どれが深刻な
問題だと思いますか。（○は３つまで）」については、「２　就職・職場で不利な扱いを
する」 が 23.5% が最も多く、次いで「１　結婚に周囲が反対する」 が 18.6% となっ
ている。

　性別でみると、女性より男性の割合の方が高く、差が一番大きい選択肢は、「７　同和
地区と呼ばれる地域住民との交流や交際を避ける人がいる」（男性：14.7%、女性：
9.3%）であり、一方、男性より女性の割合が高く、差が一番大きい選択肢は、「１　結婚
に周囲が反対する」（男性：15.7%、女性：20.2%）となっている。

　年齢別にみると、全世代で、「１　結婚に周囲が反対する」「２　就職・職場で不利な
扱いをする」「３　差別的な発言をする」が多数となっている。一方、46-55歳以上の世
代と以下の世代を比較すると、前者は「７　同和地区と呼ばれる地域住民との交流や交際
を避ける人がいる」が比較的多く、後者は、「５　結婚や就職などの際に身元調査を行
う」「６　インターネット上に差別的な情報を掲載する」が比較的多数となっている。

27



男 女

9.1% 14.3%
14.8% 12.1%

2.3% 2.9%
4.5% 3.6%
2.3% 7.1%

16-25歳 26-35歳 36-45歳 46-55歳 56-65歳 66-75歳 76歳以上

1 31.3% 33.3% 26.3% 26.8% 33.3% 31.7% 26.9%
2 31.3% 16.7% 21.1% 17.1% 19.0% 22.0% 26.9%
3 12.5% 12.5% 15.8% 17.1% 11.9% 4.9% 11.5%
4 12.5% 16.7% 13.2% 17.1% 11.9% 14.6% 3.8%
5 12.5% 16.7% 10.5% 4.9% 14.3% 12.2% 15.4%
6 0.0% 0.0% 2.6% 7.3% 2.4% 0.0% 3.8%
7 0.0% 0.0% 0.0% 4.9% 2.4% 9.8% 7.7%
8 0.0% 4.2% 10.5% 4.9% 4.8% 4.9% 3.8%

　　問９　同和問題の解決のためには、どのようなことが必要だと思いますか。（○は３
つまで）（単位：％）

６　その他

８　わからない

28.4%
１　同和問題に対して理解を深める教育・啓発活
動を推進する

選択肢

７　特に必要なことはない

30.7%

23.9% 19.3%

10.0%14.8%

２　同和問題について、自由な意見交換ができる
環境をつくる

５　同和問題や差別のことを口に出さないで、
そっとしておく

３　「えせ同和行為」を防止する取組を充実する
４　同和問題についての人権相談体制を充実する

１ 同和問題に対し

て理解を深める教

育・啓発活動を推

進する 29.8%

２ 同和問題につい

て、自由な意見交

換ができる環境を

つくる 21.1%

４ 同和問題につい

ての人権相談体制

を充実する 13.2%

３ 「えせ同和行為」

を防止する取組を

充実する 12.3%

５ 同和問題や差

別のことを口に出さ

ないで、そっとして

おく 11.8%

８ わからない 
5.3%

７ 特に必要なこと

はない 3.9% その他 2.6%
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　「問９　同和問題の解決のためには、どのようなことが必要だと思いますか。（○は３
つまで）」については、「１　同和問題に対して理解を深める教育・啓発活動を推進す
る」 が 29.8% と最も多く、次いで「２　同和問題について、自由な意見交換ができる環
境をつくる」 が 21.1% となっている。

　性別でみると、女性より男性の割合の方が高く、差が一番大きい選択肢は、「５　同和
問題や差別のことを口に出さないで、そっとしておく」（男性：14.8%、女性：
10.0%）であり、一方、男性より女性の割合が高く、差が一番大きい選択肢は、「３
「えせ同和行為」を防止する取組を充実する」（男性：9.1%、女性：14.3%）となって
いる。

　年齢別にみても、有意な傾向は見当たらない。
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　（２）女性の人権
　　問１０　女性に関する人権上深刻な問題（複数回答、単位：％）

男 女

14.7% 14.6%

14.7% 10.3%

12.7% 8.6%
2.9% 5.9%
2.0% 5.4%
2.0% 2.7%

0.0% 0.5%
1.0% 1.6%
2.0% 1.6%

2.7%
１０　内容に関係がなく女性のヌードや水着姿を
掲載した雑誌や広告

１２　特に問題はない
１１　その他

0.0%

５　職場や学校におけるセクシュアル・ハラスメ
ント（性的いやがらせ）

選択肢

８　買春、援助交際

１　固定的な性別役割分担意識（「男は仕事、女
は家庭など）

７　インターネットを介したリベンジポルノ

18.9%

13.7% 11.4%

２　職場における昇給や昇進などの待遇の違い

４　ドメスティック・バイオレンス

６　ストーカー（つきまとい）、痴漢行為

３　家事・育児や介護などを男女が共同して行う
社会の仕組みの未整備

１３　わからない

９　アダルトビデオ、ポルノ雑誌など性の商品化

15.7% 15.7%

18.6%

３ 家事・育児や介

護などを男女が共

同して行う社会の仕

組みの未整備 
18.8%

１ 固定的な性別役

割分担意識 15.7%

２ 職場における昇

給や昇進などの待

遇の違い 14.6%５ 職場や学校にお

けるセクシュアル・

ハラスメント（性的い

やがらせ） 12.2%

４ ドメスティック・バ

イオレンス（夫や恋

人からの暴力） 
11.8%

６ ストーカー（つき

まとい）、痴漢行為 
10.1%

７ インターネットを介した

リベンジポルノ 4.9%
  

８ 買春、援助交際 
4.2%

９ アダルトビデオ、

ポルノ雑誌などの

性の商品化 2.4%

１０ 内容に関係が

なく女性のヌードや

水着姿を掲載した

雑誌や広告 1.7%

１３ わからない 
1.7%

１２ 特に問題はない

　　　1.4%

１１ その他 0.3%
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16-25歳 26-35歳 36-45歳 46-55歳 56-65歳 66-75歳 76歳以上

1 16.7% 13.9% 14.0% 20.0% 13.2% 14.3% 19.4%
2 22.2% 13.9% 14.0% 11.1% 20.8% 16.3% 5.6%
3 16.7% 25.0% 18.0% 20.0% 15.1% 18.4% 19.4%
4 22.2% 11.1% 6.0% 17.8% 9.4% 6.1% 19.4%
5 11.1% 8.3% 12.0% 13.3% 9.4% 16.3% 13.9%
6 11.1% 11.1% 16.0% 6.7% 11.3% 10.2% 2.8%
7 0.0% 8.3% 8.0% 4.4% 5.7% 4.1% 0.0%
8 0.0% 5.6% 6.0% 2.2% 3.8% 2.0% 8.3%
9 0.0% 0.0% 2.0% 0.0% 3.8% 4.1% 5.6%

10 0.0% 2.8% 2.0% 2.2% 0.0% 2.0% 2.8%
11 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.9% 0.0% 0.0%
12 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.9% 4.1% 2.8%
13 0.0% 0.0% 2.0% 2.2% 3.8% 2.0% 0.0%

　「問１０　女性に関することで、次のような問題があります。人権上、どれが深刻な問
題だと思いますか。（○は３つまで）」については、「３　家事・育児や介護などを男女
が共同して行う社会の仕組みの未整備」 が 18.8% と最も多く、次いで「１　固定的な性
別役割分担意識（「男は仕事、女は家庭」など）」 が 15.7% となっている。

　性別でみると、女性より男性の割合の方が高く、差が一番大きい選択肢は、「４　ドメ
スティック・バイオレンス（夫や恋人からの暴力）」（男性：14.7%、女性：10.３%）
であり、一方、男性より女性の割合が高く、差が一番大きい選択肢は、「８　買春、援助
交際」（男性：２.0%、女性：5.4%）となっている。

　年齢別にみると、全世代で、「１　固定的な性別役割分担意識（「男は仕事、女は家
庭」など）」「３　家事・育児や介護などを男女が共同して行う社会の仕組みの未整備」
が多数となっている。一方、「２　職場における昇給や昇進などの待遇の違い」「４　ド
メスティック・バイオレンス（夫や恋人からの暴力）」「５　職場や学校におけるセク
シュアル・ハラスメント（性的いやがらせ）」「６　ストーカー（つきまとい）、痴漢行
為」については、年齢ごとにばらつきはあるが、 割合が高くなる傾向がある。
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　　問１１　女性の人権を守るために必要なこと（複数回答、単位：％）

男 女

5.7% 11.2%
3.8% 5.9%

9.5% 9.0%
0.0% 1.1%
0.0% 1.1%
3.8% 2.1%

１０　その他
１１　特に必要なことはない

選択肢

６　女性のための人権相談体制を充実する

１　男女同権の考えに基づいた教育・啓発活動を
推進する
２　結婚、出産、育児、介護にかかわらず、女性
が仕事を続けられるような職場がつくる
３　企業や事業者が採用や昇進などにおいて、男
女の扱いを平等にする
４　行政が行う政策・方針決定に男女が平等に決
定権を行使できる

20.0% 11.2%

29.5% 26.6%

13.3% 14.9%

１２　わからない

８　男女が共に社会の担い手であるという共同参
画の視点から、慣習やしきたりの見直しを行う
９　妊娠、出産等に関する健康支援を充実する

3.7%

10.5% 11.2%

５　性犯罪の取締りや罰則を強化する

3.8%

0.0% 2.1%
７　マスコミ等が紙面、番組、広告などの内容に
配慮する

２ 結婚、出産、育

児、介護にかかわら

ず、女性が仕事を続

けられるような環境を 

１ 男女同権の考え

に基づいた教育・啓

発活動を推進する 
14.3%

３ 企業や事業者が採用や昇進などに

おいて、男女の扱いを平等にする 
14.3%

８ 男女が共に社会の担い手であるという

共同参画の視点から、慣習やしきたりの見

５ 性を理由とする

犯罪の取締りや罰

則を強化する 9.2%

９ 妊娠、出産等に

関する健康支援を

充実する 9.2%

６ 女性のための人

権相談体制を充実

する 5.1%

４ 行政が行う政

策・方針決定に男

女が平等に決定権

を行使できる 3.8%

１２ わからない 
2.7%

７ マスコミ等が紙面、番組、

広告などの内容に配慮する 
1.4%

１０ その他 0.7%

１１ 特に必要なこ

とはない 0.7%
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つくる必要がある 27.6％
　

直しを行う　10.9%



16-25歳 26-35歳 36-45歳 46-55歳 56-65歳 66-75歳 76歳以上

1 22.2% 2.9% 16.7% 8.5% 14.5% 18.9% 18.9%
2 22.2% 34.3% 31.3% 31.9% 25.5% 20.8% 27.0%
3 16.7% 11.4% 12.5% 14.9% 14.5% 17.0% 13.5%
4 0.0% 0.0% 4.2% 6.4% 3.6% 3.8% 5.4%
5 0.0% 17.1% 8.3% 12.8% 5.5% 11.3% 5.4%
6 5.6% 2.9% 6.3% 2.1% 5.5% 11.3% 0.0%
7 0.0% 0.0% 4.2% 0.0% 1.8% 0.0% 2.7%
8 5.6% 8.6% 8.3% 17.0% 14.5% 5.7% 13.5%
9 27.8% 20.0% 6.3% 4.3% 3.6% 7.5% 10.8%

10 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.8% 1.9% 0.0%
11 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.8% 0.0% 2.7%
12 0.0% 2.9% 2.1% 2.1% 7.3% 1.9% 0.0%

　
　「問１１　女性の人権が守られるためには、どのようなことが必要だと思いますか。
（○は３つまで）」については、「２　結婚、出産、育児、介護にかかわらず、女性が仕
事を続けられるような環境を企業や事業所がつくる」 が 27.6% と最も多く、次いで「１
男女同権の考えに基づいた教育・啓発活動を推進する」 が 14.3% となっている。

　性別でみると、女性より男性の方が高く、差が一番大きい選択肢は、「１　男女同権の
考えに基づいた教育・啓発活動を推進する」（男性：20.0%、女性：11.2%）であり、
一方、男性より女性の割合が高く、差が一番大きい選択肢は、「５　性を理由とする犯罪
の取締りや罰則を強化する」（男性：5.7%、女性：11.2%）となっている。

　年齢別にみると、全世代で、「２　結婚、出産、育児、介護にかかわらず、女性が仕事
を続けられるような環境を企業や事業所がつくる」「３　企業や事業者が採用や昇進など
において、男女の扱いを平等にする」が多数となっている。一方、「１　男女同権の考え
に基づいた教育・啓発活動を推進する」については、年齢ごとにばらつきはあるが、 割合
が高くなる傾向がある。
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　（３）子どもの人権

男 女

10.2% 10.2%

5.6% 7.0%
6.5% 5.9%
0.0% 0.5%
0.0% 0.5%
3.7% 1.6%

16-25歳 26-35歳 36-45歳 46-55歳 56-65歳 66-75歳 76歳以上

1 33.3% 27.0% 31.4% 31.3% 30.4% 26.0% 26.5%
2 11.1% 13.5% 9.8% 6.3% 19.6% 16.0% 8.8%
3 0.0% 8.1% 3.9% 6.3% 7.1% 2.0% 5.9%
4 27.8% 21.6% 21.6% 20.8% 17.9% 16.0% 20.6%
5 11.1% 10.8% 5.9% 14.6% 7.1% 12.0% 11.8%
6 11.1% 8.1% 7.8% 6.3% 7.1% 6.0% 5.9%
7 5.6% 5.4% 7.8% 10.4% 3.6% 4.0% 8.8%
8 0.0% 5.4% 9.8% 2.1% 1.8% 14.0% 5.9%
9 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.8% 0.0% 0.0%

10 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.0% 0.0%
11 0.0% 0.0% 2.0% 2.1% 3.6% 2.0% 5.9%

　　問１２　子どもに関することで、次のような問題があります。人権上、どれが深刻な
問題だと思いますか。（○は３つまで）（単位：％）

１　保護者による子どもへの暴力や育児放棄（ネ
グレクト）などの児童虐待

３　「子どもだからという理由で、子どものプラ
イバシーを尊重しない

６　不審者によるつきまといなど、子どもの安全
をおびやかす行為

４　子どもによる暴力やなかまはずれ、無視など
のいじめ

7.4%

２　大人が子どもの意見を聞かず、自分の意見を
子どもに強制すること

５　教師による言葉の暴力や体罰

７　児童買春、児童ポルノ
８　暴力や性など、子どもに有害な情報の氾濫

3.8%

31.5% 28.0%

12.0% 12.9%

4.6%

１０　特に問題はない
１１　わからない

選択肢

8.6%

18.5% 21.0%

９　その他

１ 保護者による子

どもへの暴力や育

児放棄などの児童

虐待 29.3%

４ 子どもによる暴

力や仲間はずれ、

無視などのいじめ 
20.1%

２ 大人が子どもの意見を聞かず、自分の意見を子

どもに強制すること 12.6%

５ 教師による言葉

の暴力や体罰 
10.2%

６ 不審者によるつきま

といなど、子どもの安全

をおびやかす行為 7.1%

７ 児童買春、児童

ポルノ 6.5%

８ 暴力や性など、子

どもにとって有害な情
報の氾濫　6.1% 

３ 「子どもだから」

という理由で、子ど

ものプライバシーを

尊重しない 5.1%

１１ わからない 
2.4%

１０ 特に問題はない

　　0.3%

９ その他 0.3%
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　「問１２　子どもに関することで、次のような問題があります。人権上、どれが深刻な
問題だと思いますか。（○は３つまで）」については、「１　保護者による子どもへの暴
力や育児放棄（ネグレクト）などの児童虐待」 が 29.3% と最も多く、次いで「４　子ど
もによる暴力やなかまはずれ、無視などのいじめ」 が 20.1% となっている。

　性別でみると、女性より男性の割合の方が高く、差が一番大きい選択肢は、「３　「子
どもだから」という理由で、子どものプライバシーを尊重しない」（男性：7.4%、女性：
3.８%）であり、一方、男性より女性の割合が高く、差が一番大きい選択肢は、「６　不
審者によるつきまといなど、子どもの安全をおびやかす行為」（男性：4.6%、女性：
8.6%）となっている。

　年齢別にみると、全世代で、「１　保護者による子どもへの暴力や育児放棄（ネグレク
ト）などの児童虐待」「４　子どもによる暴力やなかまはずれ、無視などのいじめ」が多
数となっている。一方、「２　大人が子どもの意見を聞かず、自分の意見を子どもに強制
すること」「５　教師による言葉の暴力や体罰」については、年齢ごとにばらつきはある
が、 割合が高くなる傾向がある。
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男 女

8.1% 9.3%
2.7% 4.9%

1.8% 6.8%
3.6% 3.9%

0.0% 0.5%
0.9% 0.0%
2.7% 1.0%

　　問１３　子どもの人権が守られるためには、どのようなことが必要だと思いますか。
（○は３つまで）（単位：％）

5.9%

9.0%

9.8%

５　自分を大切にし、他人を思いやる心を持った
子どもを育てる

17.1% 15.1%

14.4%

１１　子ども自身が安心して話ができる相談体制
づくりを充実する

2.7%

12.7%

１　子どもが健やかに育つよう、愛情豊かな家庭
をつくる

7.2%

18.9% 15.6%

２　子どもの人権について理解を深める教育・啓
発活動を推進する

９　職場が子育てしやすい職場環境を作る

３　子どもにとって何が最も良いことなのかを常
に考える

10.2%

4.4%

１０　子どもへの人権侵害の法的取締を強化する

10.8%
４　子どもの思いや考えが大切にされるなど子ど
もの個性や自主性を尊重する

１２　その他
１３　特に必要なことはない
１４　わからない

６　学校において、いじめ防止の取組を強化する
７　教師に対する研修を充実する

選択肢

８　家庭、学校、地域の連携を強め、社会全体で
子どもを育てる

１ 子どもが健やか

に育つよう、愛情豊

かな家庭をつくる 
16.8%

５ 自分を大切に

し、他人を思いやる

心を持った子どもを

育てる 15.8%

８ 家庭、学校、地

域の連携を強め、

社会全体で子ども

を育てる 13.3%４ 子どもの思いや

考えが大切にされ

るなど子どもの個性

や自主性を尊重する

10.1%

３ 子どもにとって

何が最も良いことな

のかを常に考える 
9.2%

６ 学校において、

いじめ防止の取組

を強化する 8.9%

２ 子どもの人権に

ついて理解を深め

る教育・啓発活動を

推進する 6.0%

９ 職場が子育てし

やすい職場環境を

作る 5.1%

１１ 子ども自身が安心して

話ができる相談体制づくりを

充実する 4.7%

７ 教師に対する研

修を充実する 4.1%

１０ 子どもへの人

権侵害の法的取締

を強化 3.8%

１４ わからない 
1.6%

１２ その他 0.3%

１３ 特に必要なこ

とはない 0.3%
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16-25歳 26-35歳 36-45歳 46-55歳 56-65歳 66-75歳 76歳以上

1 11.1% 11.1% 9.8% 16.7% 11.9% 24.6% 27.9%
2 0.0% 2.8% 9.8% 8.3% 8.5% 3.3% 4.7%
3 11.1% 2.8% 11.8% 6.3% 10.2% 13.1% 7.0%
4 11.1% 13.9% 5.9% 10.4% 10.2% 11.5% 9.3%
5 16.7% 11.1% 19.6% 20.8% 15.3% 14.8% 11.6%
6 11.1% 11.1% 11.8% 4.2% 11.9% 8.2% 4.7%
7 0.0% 11.1% 5.9% 4.2% 1.7% 0.0% 7.0%
8 16.7% 11.1% 7.8% 12.5% 13.6% 16.4% 16.3%
9 11.1% 13.9% 3.9% 2.1% 8.5% 1.6% 0.0%

10 5.6% 5.6% 7.8% 2.1% 1.7% 3.3% 2.3%
11 5.6% 2.8% 3.9% 10.4% 1.7% 3.3% 7.0%
12 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.7% 0.0% 0.0%
13 0.0% 2.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
14 0.0% 0.0% 2.0% 2.1% 3.4% 0.0% 2.3%

　「問１３　子どもの人権が守られるためには、どのようなことが必要だと思いますか。
（○は３つまで）」については、「１　子どもが健やかに育つよう、愛情豊かな家庭をつ
くる」 が 16.8% と最も多く、次いで「５　自分を大切にし、他人を思いやる心を持った
子どもを育てる」 が 15.8% となっている。

　性別でみると、女性より男性の割合の方が高く、差が一番大きい選択肢は、「２　子ど
もの人権について理解を深める教育・啓発活動を推進する」（男性：9.0%、女性：
4.4%）であり、一方、男性より女性の割合が高く、差が一番大きい選択肢は、「９　企業
や事業所が子育てしやすい職場環境を作る」（男性：1.8%、女性：6.8%）となってい
る。

　年齢別にみると、全世代で、「５　自分を大切にし、他人を思いやる心を持った子ども
を育てる」が多数となっている。一方、「１　子どもが健やかに育つよう、愛情豊かな家
庭をつくる」「３　子どもにとって何が最も良いことなのかを常に考える」「４　子ども
の思いや考えが大切にされるなど子どもの個性や自主性を尊重する」「６　学校におい
て、いじめ防止の取組を強化する」「８　家庭、学校、地域の連携を強め、社会全体で子
どもを育てる」については、年齢ごとにばらつきはあるが、 割合が高くなる傾向がある。
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　（４）高齢者の人権

男 女

21.6% 19.8%

6.9% 8.7%
13.7% 16.9%

0.0% 0.6%
0.0% 1.2%
2.0% 1.7%

16-25歳 26-35歳 36-45歳 46-55歳 56-65歳 66-75歳 76歳以上

1 12.5% 21.9% 13.0% 25.0% 20.8% 25.5% 18.8%
2 6.3% 9.4% 10.9% 2.1% 9.4% 8.5% 6.3%
3 25.0% 3.1% 10.9% 16.7% 3.8% 6.4% 9.4%
4 18.8% 34.4% 26.1% 18.8% 24.5% 29.8% 31.3%
5 12.5% 6.3% 10.9% 6.3% 7.5% 10.6% 3.1%
6 18.8% 12.5% 17.4% 20.8% 18.9% 8.5% 12.5%
7 0.0% 12.5% 6.5% 8.3% 13.2% 8.5% 12.5%
8 0.0% 0.0% 2.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
9 6.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.1%

10 0.0% 0.0% 2.2% 2.1% 1.9% 2.1% 3.1%

10.5%7.8%

８　その他
９　特に問題はない
１０　わからない

７　建物の階段や道路の段差など、外出先での不
便が多い

５　家族や介護者が嫌がらせや虐待をする

11.8%

9.3%

２　仕事やボランティアなどを通して自分の能力
を発揮する機会が少ない
３　高齢者を子ども扱いやじゃま者扱いし、意見
や行動を尊重しない
４　判断能力が十分でない高齢者をねらった詐欺
などの犯罪が多い

26.2%26.5%

　　問１４　高齢者に関することで、次のような問題があります。人権上、どれが深刻な
問題だと思いますか。（○は３つまで）（単位：％）

5.2%

9.8%

選択肢

６　病院や福祉施設で劣悪な扱いや虐待をする

１　経済的な自立が困難である

４ 判断能力が十分

でない高齢者をね

らった詐欺などの犯

罪が多い 26.3%

１ 経済的な自立が

困難である 20.4%
６ 病院や福祉施設

において劣悪な扱

いや虐待をする 
15.7%

３ 高齢者を子ども

扱いやじゃま者扱

いし、意見や行動を

尊重しない 9.5%

７ 建物の階段や道

路の段差など、外

出先での不便が多い

　9.5%

５ 家族や介護者が

嫌がらせや虐待を

する 8.0%

２ 仕事やボラン

ティアなどを通して

自分の能力を発揮

する機会が少ない 
7.7%

１０ わからない 
1.8% ９ 特に問題はない 

0.7%

８ その他 0.4%
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　「問１４　高齢者に関することで、次のような問題があります。人権上、どれが深刻な
問題だと思いますか。（○は３つまで）」については、「４　判断能力が十分でない高齢
者をねらった詐欺などの犯罪が多い」 が 26.３% と最も多く、次いで「１　経済的な自立
が困難である」 が 20.4% となっている。

　性別でみると、女性より男性の割合の方が高く、差が一番大きい選択肢は、「２　仕事
やボランティアなどを通して自分の能力を発揮する機会が少ない」（男性：11.８%、女
性：5.2%）であり、一方、男性より女性の割合が高く、差が一番大きい選択肢は、「６
病院や福祉施設において劣悪な扱いや虐待をする」（男性：13.7%、女性：16.９%）と
なっている。

年齢別にみると、全世代で、「１　経済的な自立が困難である」「４　判断能力が十分で
ない高齢者をねらった詐欺などの犯罪が多い」が多数となっている。一方、「６　病院や
福祉施設において劣悪な扱いや虐待をする」については、年齢ごとにばらつきはあるが、
割合が高くなる傾向がある。
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男 女

6.9% 12.9%

5.9% 5.1%
1.0% 0.6%
0.0% 1.1%
5.9% 2.8%

16-25歳 26-35歳 36-45歳 46-55歳 56-65歳 66-75歳 76歳以上

1 13.3% 12.5% 17.0% 23.3% 23.6% 15.7% 16.7%
2 0.0% 6.3% 10.6% 9.3% 7.3% 15.7% 19.4%
3 20.0% 9.4% 10.6% 11.6% 10.9% 19.6% 8.3%
4 26.7% 28.1% 21.3% 18.6% 21.8% 19.6% 22.2%
5 13.3% 21.9% 12.8% 9.3% 9.1% 9.8% 2.8%
6 13.3% 9.4% 14.9% 20.9% 20.0% 9.8% 13.9%
7 6.7% 6.3% 4.3% 4.7% 1.8% 7.8% 8.3%
8 0.0% 0.0% 2.1% 0.0% 1.8% 0.0% 0.0%
9 0.0% 0.0% 2.1% 0.0% 0.0% 0.0% 2.8%

10 6.7% 6.3% 4.3% 2.3% 3.6% 2.0% 5.6%

　　問１５　高齢者の人権が守られるためには、どのようなことが必要だと思いますか。
（○は３つまで）（単位：％）

21.8%
１　高齢者が能力や知識、経験を生かして活躍で
きるよう、就業機会、生涯学習やボランティア活
動の機会を増やす

１０　わからない
９　特に必要なことはない
８　その他

16.3%

７　高齢者のための人権相談体制を充実する

５　高齢者に対する虐待などの防止策を徹底する

２　高齢者に対する理解と関心を深める教育・啓
発活動を推進する
３　幅広い分野で高齢者と他の世代との交流を促
進する

16.3%12.9%

24.7%16.8%

15.8%

12.9%

選択肢

9.6%

10.7%

６　建物の階段や道路の段差を解消するなど、バ
リアフリーを進める

４　高齢者をねらった犯罪の防止など、高齢者の
安全や権利を守る取組を強化する

３ 幅広い分野で高

齢者と他の世代と

の交流を促進する
22.7%

４ 高齢者をねらっ

た犯罪の防止な

ど、高齢者の安全

や権利を守る取組

を強化する 17.6%

２ 高齢者に対する

理解と関心を深め

る教育・啓発活動を

推進する 15.1%

６ 建物の階段や

道路の段差を解消

するなど、バリアフ

リーを進める 
12.9%

５ 高齢者に対する

虐待などの防止策

を徹底する 11.2%

１ 高齢者が能力や知

識、経験を生かして活躍

できるよう、就業機会、生

涯学習やボランティア活

動の機会を増やす 10.4%

７ 高齢者のための

人権相談体制を充

実する 5.0%

９ 特に必要なこと

はない 3.6%
１０ わからない 

0.7%

８ その他 0.7%
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　「問１５　高齢者の人権が守られるためには、どのようなことが必要だと思いますか。
（○は３つまで）」については、「３　幅広い分野で高齢者と他の世代との交流を促進す
る」 が 22.7% と最も多く、次いで「４　高齢者をねらった犯罪の防止など、高齢者の安
全や権利を守る取組を強化する」 が 17.6% となっている。

　性別でみると、女性より男性の割合の方が高く、差が一番大きい選択肢は、「１　高齢
者が能力や知識、経験を生かして活躍できるよう、就業機会、生涯学習やボランティア活
動の機会を増やす」（男性：21.８%、女性：16.３%）であり、一方、男性より女性の割
合が高く、差が一番大きい選択肢は、「４　高齢者をねらった犯罪の防止など、高齢者の
安全や権利を守る取組を強化する」（男性：16.8%、女性：24.7%）となっている。

　年齢別にみると、全世代で、「１　経済的な自立が困難である」「４　判断能力が十分
でない高齢者をねらった詐欺などの犯罪が多い」が多数となっている。一方、「３　幅広
い分野で高齢者と他の世代との交流を促進する」「６　建物の階段や道路の段差を解消す
るなど、バリアフリーを進める」については、年齢ごとにばらつきはあるが、 割合が高く
なる傾向がある。
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　（５）障がいがある人の人権

男 女

29.0% 22.6%
8.6% 4.8%

6.5% 11.9%

6.5% 10.1%
2.2% 3.6%
0.0% 0.0%
0.0% 0.0%
4.3% 4.2%

16-25歳 26-35歳 36-45歳 46-55歳 56-65歳 66-75歳 76歳以上

1 35.3% 25.0% 28.9% 15.9% 25.5% 29.5% 19.4%
2 5.9% 3.1% 2.6% 6.8% 3.6% 11.4% 9.7%
3 5.9% 15.6% 13.2% 11.4% 10.9% 9.1% 19.4%
4 11.8% 15.6% 15.8% 11.4% 9.1% 6.8% 0.0%
5 11.8% 12.5% 13.2% 22.7% 18.2% 15.9% 12.9%
6 5.9% 15.6% 5.3% 11.4% 7.3% 4.5% 0.0%
7 5.9% 9.4% 5.3% 2.3% 10.9% 9.1% 6.5%
8 17.6% 0.0% 7.9% 11.4% 7.3% 6.8% 16.1%
9 0.0% 0.0% 2.6% 4.5% 3.6% 4.5% 3.2%

10 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
11 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
12 0.0% 3.1% 5.3% 2.3% 3.6% 2.3% 12.9%

　　問１６　障がいのある人に関することで、次のような問題があります。人権上、どれ
が深刻な問題だと思いますか（○は３つまで）（単位：％）

２　スポーツ・文化活動に自由に参加できない
１　就職・職場で不利な扱いをする

１２　わからない
１１　特に問題はない
１０　その他
９　結婚に周囲が反対する

15.5%17.2%

11.3%

５　建物の階段や道路の段差など、外出先での不
便が多い

４　病院や福祉施設で劣悪な扱いや虐待をする

３　判断能力が十分でない障がいのある人をね
らった詐欺などの犯罪が多い

８　じろじろ見たり、避けたりする

７　障がいのあるなしによって、受けることので
きる情報に大きな差がある

7.1%7.5%

8.9%4.3%

14.0%

６　店や施設の利用、乗車など、サービスの提供
を拒否する

選択肢

１ 就職・職場で不

利な扱いをする 
24.0%

５ 建物の階段や

道路の段差など、

外出先での不便が

多い 16.0%

３ 判断能力が十

分でない障がいの

ある人をねらった詐

欺などの犯罪が多い

 12.9%

４ 病院や福祉施

設において劣悪な

扱いや虐待をする
10.3%

８ じろじろ見たり、

避けたりする 8.7%

７ 障がいのあるなしに

よって、受けることので

きる情報に大きな差がある　7.6%

６ 店や施設の利

用、乗車など、サー

ビスの提供を拒否

する 7.2%

２ スポーツ活動や

文化活動に自由に

参加できない 6.1%

１２ わからない

4.2%
９ 結婚に周囲が反

対する 3.0%

１１ 特に問題はない

 0.0%

１０ その他 0.0%
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　「問１６　障がいのある人に関することで、次のような問題があります。人権上、どれ
が深刻な問題だと思いますか（○は３つまで）」については、「１　就職・職場で不利な
扱いをする」 が 24.0% と最も多く、次いで「５　建物の階段や道路の段差など、外出先
での不便が多い」 が 16.0% となっている。

　性別でみると、女性より男性の割合の方が高く、差が一番大きい選択肢は、「１　就
職・職場で不利な扱いをする」（男性：29.0%、女性：22.6%）であり、一方、男性よ
り女性の割合が高く、差が一番大きい選択肢は、「４　病院や福祉施設において劣悪な扱
いや虐待をする」（男性：6.５%、女性：1１.９%）となっている。

　年齢別にみると、全世代で、「１　就職・職場で不利な扱いをする」「５　建物の階段
や道路の段差など、外出先での不便が多い」が多数となっている。一方、「３　判断能力
が十分でない障がいのある人をねらった詐欺などの犯罪が多い」「４　病院や福祉施設に
おいて劣悪な扱いや虐待をする」については、年齢ごとにばらつきはあるが、 割合が高く
なる傾向がある。
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男 女

2.0% 3.5%

1.0% 0.0%
1.0% 0.0%
4.0% 3.5%

　　問１７　障がいのある人の人権が守られるためには、どのようなことが必要だと思い
ますか。（○は３つまで）（単位：％）

５　ユニバーサルデザイン（誰もが利用できるも
のと言う意味）を採り入れた社会環境の整備を進
める

４　障がいのある人に対する虐待などの防止策を
徹底する

３　障がいのある人が仕事に就く場所や機会をつ
くる

２　障がいのある人に対する日常生活への合理的
配慮を充実する

１３　わからない
１２　特に必要なことはない

9.8%16.0%

16.2%22.0%
１　障がいのある人への理解と関心を深める教
育・啓発活動を推進する

１１　その他

１０　障がいのある人が積極的に意見を述べる機
会を充実する

９　障がいのある人とない人との交流を促進する

８　障がいのある人のための人権相談体制を充実
する

10.4%8.0%

10.0%

７　障がいのある人をねらった犯罪の防止など、
障がいのある人を守る制度を充実する

６　建物の階段や道路の段差を解消するなど、バ
リアフリーを進める

6.4%6.0%

19.7%13.0%

5.0%

3.5%5.0%

8.7%7.0%

15.0%

選択肢

3.5%

１ 障がいのある人

への理解と関心を

深める教育・啓発活

動を推進する 
18.1%

６ 建物の階段や道

路の段差を解消す

るなど、バリアフ

リーを進める 17.3%

７ 障がいのある人

をねらった犯罪の防

止など、障がいのあ

る人を守る制度を

充実する 13.3%３ 障がいのある人

が仕事に就く場所

や機会をつくる 
12.2%

５ ユニバーサルデ

ザイン（誰もが利用

できるものと言う意

味）を採り入れた社

会環境の整備を進

める 9.2%

４ 障がいのある人

に対する虐待など

の防止策を徹底する

8.9%

２ 障がいのある人

に対する日常生活

への合理的配慮を

充実する 5.9%

８ 障がいのある人の

ための人権相談体制 

１３ わからない 
4.1%

１２ 特に必要なこ

とはない 3.7%

１０ 障がいのある

人が積極的に意見

を述べる機会を充

実する 3.0%

９ 障がいのある人

とない人との交流を

促進する 0.0%

１１ その他 0.0%
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16-25歳 26-35歳 36-45歳 46-55歳 56-65歳 66-75歳 76歳以上

1 16.7% 5.7% 19.0% 16.7% 12.7% 27.1% 30.3%
2 11.1% 11.4% 7.1% 14.3% 14.5% 14.6% 9.1%
3 27.8% 17.1% 19.0% 9.5% 25.5% 12.5% 12.1%
4 11.1% 14.3% 4.8% 7.1% 3.6% 2.1% 6.1%
5 22.2% 14.3% 14.3% 11.9% 5.5% 4.2% 3.0%
6 5.6% 17.1% 7.1% 19.0% 14.5% 12.5% 12.1%
7 0.0% 8.6% 9.5% 7.1% 7.3% 8.3% 12.1%
8 0.0% 0.0% 4.8% 0.0% 5.5% 12.5% 0.0%
9 5.6% 2.9% 4.8% 4.8% 1.8% 2.1% 0.0%

10 0.0% 0.0% 4.8% 7.1% 3.6% 4.2% 6.1%
11 0.0% 2.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
12 0.0% 2.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
13 0.0% 2.9% 4.8% 2.4% 5.5% 0.0% 9.1%

　「問１７　障がいのある人の人権が守られるためには、どのようなことが必要だと思い
ますか。（○は３つまで）」については、「１　障がいのある人への理解と関心を深める
教育・啓発活動を推進する」 が 18.1% と最も多く、次いで「６　建物の階段や道路の段
差を解消するなど、バリアフリーを進める」 が 17.3% となっている。

　性別でみると、女性より男性の割合の方が高く、差が一番大きい選択肢は、「２　障が
いのある人に対する日常生活への合理的配慮を充実する」（男性：16.0%、女性：
9.8%）であり、一方、男性より女性の割合が高く、差が一番大きい選択肢は、「３　障が
いのある人が仕事に就く場所や機会をつくる」（男性：13.0%、女性：19.7%）となっ
ている。

　年齢別にみると、全世代で、「１　障がいのある人への理解と関心を深める教育・啓発
活動を推進する」が多数となっている。一方、「２　障がいのある人に対する日常生活へ
の合理的配慮を充実する」「３　障がいのある人が仕事に就く場所や機会をつくる」「５
ユニバーサルデザイン（誰もが利用できるものと言う意味）を採り入れた社会環境の整備
を進める」「６　建物の階段や道路の段差を解消するなど、バリアフリーを進める」につ
いては、年齢ごとにばらつきはあるが、 割合が高くなる傾向がある。
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　（６）外国人の人権

男 女

9.2% 4.6%
6.6% 9.8%
6.6% 6.5%
6.6% 2.6%

7.9% 15.0%
2.6% 0.0%
5.3% 1.3%

10.5% 7.8%

16-25歳 26-35歳 36-45歳 46-55歳 56-65歳 66-75歳 76歳以上

1 23.5% 20.0% 16.2% 30.2% 33.3% 20.0% 14.8%
2 17.6% 10.0% 16.2% 16.3% 24.4% 10.0% 14.8%
3 17.6% 6.7% 8.1% 4.7% 6.7% 0.0% 3.7%
4 5.9% 23.3% 10.8% 4.7% 6.7% 6.7% 3.7%
5 5.9% 0.0% 8.1% 9.3% 4.4% 6.7% 11.1%
6 5.9% 0.0% 2.7% 7.0% 2.2% 3.3% 7.4%
7 0.0% 6.7% 0.0% 7.0% 4.4% 0.0% 3.7%
8 5.9% 10.0% 10.8% 4.7% 0.0% 10.0% 7.4%
9 17.6% 13.3% 13.5% 11.6% 8.9% 16.7% 11.1%

10 0.0% 3.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.7%
11 0.0% 3.3% 5.4% 0.0% 0.0% 6.7% 3.7%
12 0.0% 3.3% 8.1% 4.7% 8.9% 20.0% 14.8%

　　問１８　外国人に関することで、次のような問題があります。人権上、どれが深刻な
問題だと思いますか。（○は３つまで）（単位：％）

７　本名を使用することによって差別や不利益を
受けることがあるため、やむを得ず通称名を使う
人がいる

2.6%

16.3%

23.5%
１　外国の生活習慣や文化などへの理解が不足し
ていて、地域社会への受入れが十分でない

４　アパートなどの住宅への入居が困難である
３　店や施設の利用、サービスの提供を拒否する

１２　わからない
１１　特に問題はない
１０　その他
９　偏見による差別的発言・主張

２　就職や仕事の内容、待遇などで、不利な扱い
をしている

５　じろじろ見たり、避けたりする

選択肢

23.7%

６　国籍を理由に、結婚に周囲が反対する

15.8%

3.9%

2.6%
８　災害時に避難所等において不利な扱いを受け
る

8.5%

１ 外国の生活習

慣や文化などへの

理解が不足してい

て、地域社会への

受入れが十分でない

 24.1%

２ 就職や仕事の

内容、待遇などで、

不利な扱いをしている

 16.7%

９ 偏見による差別

的発言・主張

13.2%
１２ わからない 

8.8%

４ アパートなどの

住宅への入居が困

難である 8.3%

５ じろじろ見たり、

避けたりする 6.6%

８ 災害時に避難所

等において不利な

扱いを受ける 6.6%

３ 店や施設の利

用、サービスの提

供を拒否する 6.1%

７ 本名を使用することによって

差別や不利益を受けることがあ

るため、やむを得ず通称名を使

う人がいる 3.9%

６ 国籍を理由に、

結婚に周囲が反対

する 3.5% １１ 特に問題はない

 1.8%

１０ その他 0.4%
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　「問１８　外国人に関することで、次のような問題があります。人権上、どれが深刻な
問題だと思いますか。（○は３つまで）」については、「１　外国の生活習慣や文化など
への理解が不足していて、地域社会への受入れが十分でない」 が 24.1% と最も多く、次
いで「２　就職や仕事の内容、待遇などで、不利な扱いをしている」 が 16.7% となって
いる。

　性別でみると、女性より男性の方が高く、差が一番大きい選択肢は、「３　店や施設の
利用、サービスの提供を拒否する」（男性：9.2%、女性：4.６%）であり、一方、男性よ
り女性の割合が高く、差が一番大きい選択肢は、「９　偏見による差別的発言・主張」
（男性：7.９%、女性：15.0%）となっている。

　年齢別にみると、全世代で、「１　外国の生活習慣や文化などへの理解が不足してい
て、地域社会への受入れが十分でない」「２　就職や仕事の内容、待遇などで、不利な扱
いをしている」が多数となっている。一方、「９　偏見による差別的発言・主張」につい
ては、年齢ごとにばらつきはあるが、 割合が高くなる傾向がある。
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男 女

29.1% 27.8%

17.7% 14.6%

2.5% 1.3%
2.5% 0.7%

10.1% 7.3%

16-25歳 26-35歳 36-45歳 46-55歳 56-65歳 66-75歳 76歳以上

1 29.4% 31.0% 25.7% 34.3% 27.1% 33.3% 16.7%
2 17.6% 17.2% 25.7% 25.7% 18.8% 19.4% 26.7%
3 17.6% 13.8% 11.4% 8.6% 16.7% 19.4% 23.3%
4 35.3% 27.6% 17.1% 22.9% 25.0% 19.4% 20.0%
5 0.0% 3.4% 0.0% 0.0% 4.2% 0.0% 3.3%
6 0.0% 3.4% 5.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
7 0.0% 3.4% 14.3% 8.6% 8.3% 8.3% 10.0%

　　問１９　外国人の人権が守られるためには、どのようなことが必要だと思いますか。
（○は３つまで）（単位：％）

３　外国人のための人権相談体制を充実する

21.2%22.8%

７　わからない
６　特に必要なことはない
５　その他

27.2%15.2%

選択肢

　「問１９　外国人の人権が守られるためには、どのようなことが必要だと思いますか。
（○は３つまで）」については、「１　国際理解・協調・多文化共生の関心を深める」 が
28.4% と最も多く、次いで「４　外国人が安心して生活できるように、外国語でも情報
を提供する」 が 23.6% となっている。

　性別でみると、女性より男性の割合の方が高く、差が一番大きい選択肢は、「３　外国
人のための人権相談体制を充実する」（男性：17.7%、女性：14.6%）であり、一方、
男性より女性の割合が高く、差が一番大きい選択肢は、「４　外国人が安心して生活でき
るように、外国語でも情報を提供する」（男性：15.2%、女性：27.2%）となってい
る。

　年齢別にみると、全世代で、「１　国際理解・国際協調・多文化共生の関心を深める」
「２　不法な就労や雇用などに対する取締りや罰則を強化する」「４　外国人が安心して
生活できるように、外国語でも情報を提供する」が多数となっている。一方、「３　外国
人のための人権相談体制を充実する」については、年齢ごとにばらつきはあるが、 割合が
高くなる傾向がある。

１　国際理解・協調・多文化共生の関心を持つ
２　不法な就労や雇用などに対する取締りや罰則
を強化する

４　外国人が安心して生活できるように、外国語
でも情報を提供する

１ 国際理解・協

調・多文化共生の

関心を持つ 28.4%

４ 外国人が安心し

て生活できるよう

に、外国語でも情報

を提供する 23.6%

２ 不法な就労や雇

用などに対する取

締りや罰則を強化

する 22.7%

３ 外国人のための

人権相談体制を充

実する 15.7%

７ わからない 
7.9%

５ その他 1.3% ６ 特に必要なこと

はない 0.4%
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　（７）インターネットによる人権侵害

男 女

2.4% 5.3%
3.6% 8.3%

2.4% 0.6%
1.2% 1.2%
8.4% 2.4%

16-25歳 26-35歳 36-45歳 46-55歳 56-65歳 66-75歳 76歳以上

1 43.8% 30.3% 32.5% 38.6% 37.3% 38.9% 25.0%
2 12.5% 15.2% 12.5% 6.8% 19.6% 16.7% 28.1%
3 6.3% 12.1% 7.5% 11.4% 9.8% 8.3% 3.1%
4 0.0% 9.1% 7.5% 0.0% 5.9% 5.6% 0.0%
5 6.3% 9.1% 12.5% 6.8% 2.0% 2.8% 9.4%
6 31.3% 15.2% 17.5% 34.1% 21.6% 19.4% 21.9%
7 0.0% 3.0% 5.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
8 0.0% 3.0% 2.5% 0.0% 0.0% 2.8% 0.0%
9 0.0% 3.0% 2.5% 2.3% 3.9% 5.6% 12.5%

　　問２０　インターネットを悪用した人権侵害で、次のような問題があります。人権
上、どれが深刻な問題だと思いますか。（○は３つまで）（単位：％）

33.7%

６　個人情報の流出などの問題が多く発生してい
ること

８　特にない

12.0% 7.1%

１　他人を誹ぼう中傷・信用失墜・名誉き損等す
る表現や差別を助長する表現など人権を侵害する
情報を掲載すること

37.3%

９　わからない

７　その他

５　児童ポルノが存在すること
４　リベンジポルノに関すること

３　捜査の対象となっている未成年者の実名や顔
写真を掲載すること

選択肢

25.4%16.9%

２　出会い系サイトなど犯罪を誘発する場となっ
ていること

16.0%15.7%

１ 他人を誹ぼう中

傷・信用失墜・名誉

き損等する表現や

差別を助長する表

現など人権を侵害

する情報を掲載す

ること 35.2%

６ 個人情報の流出

などの問題が多く

発生していること 
22.9%

２ 出会い系サイト

など犯罪を誘発す

る場となっていること

　 16.2%

３ 捜査の対象と

なっている未成年

者の実名や顔写真

を掲載すること 
8.7%

５ 児童ポルノが存

在すること 7.1%

４ リベンジポルノ

に関すること 4.3%

９ わからない 
4.0% ８ 特にない 1.2%

７ その他 0.4%
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　「問２０　インターネットを悪用した人権侵害で、次のような問題があります。人権
上、どれが深刻な問題だと思いますか。（○は３つまで）」については、「１　他人を誹
ぼう中傷・信用失墜・名誉き損等する表現や差別を助長する表現など人権を侵害する情報
を掲載すること」 が 35.2% と最も多く、次いで「６　個人情報の流出などの問題が多く
発生していること」 が 22.9% となっている。

　性別でみると、女性より男性の割合の方が高く、差が一番大きい選択肢は、「９　わか
らない」（男性：8.4%、女性：2.4%）であり、一方、男性より女性の割合が高く、差が
一番大きい選択肢は、「６　個人情報の流出などの問題が多く発生していること」（男
性：16.9%、女性：25.4%）となっている。

　年齢別にみると、全世代で、「１　他人を誹ぼう中傷・信用失墜・名誉き損等する表現
や差別を助長する表現など人権を侵害する情報を掲載すること」「６　個人情報の流出な
どの問題が多く発生していること」が多数となっている。一方、「２　出会い系サイトな
ど犯罪を誘発する場となっていること」については、年齢ごとにばらつきはあるが、 割合
が高くなる傾向がある。
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男 女

0.0% 0.7%
4.1% 0.7%

10.8% 4.8%

16-25歳 26-35歳 36-45歳 46-55歳 56-65歳 66-75歳 76歳以上

1 37.5% 34.8% 31.3% 34.2% 30.4% 34.3% 27.6%
2 31.3% 34.8% 34.4% 28.9% 39.1% 28.6% 20.7%
3 31.3% 17.4% 21.9% 28.9% 23.9% 25.7% 34.5%
4 0.0% 0.0% 0.0% 2.6% 2.2% 0.0% 0.0%
5 0.0% 0.0% 3.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
6 0.0% 8.7% 6.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
7 0.0% 4.3% 3.1% 5.3% 4.3% 11.4% 17.2%

　　問２１　インターネットを悪用した人権侵害の解決のためには、どのようなことが必
要だと思いますか。（○は３つまで）（単位：％）

５　その他

１　インターネット利用者やプロバイダ等に対し
て、個人のプライバシーや名誉に関する理解を深
めるための教育・啓発活動を推進する

34.5%28.4%

７　わからない
６　特に必要なことはない

４　「表現の自由にもかかわる問題であり、規制
すべきでない

３　インターネットにより人権侵害を受けた人の
ための相談体制を充実する

２　プロバイダや掲示板等の管理者に対して、情
報の停止・削除を求める

0.0% 1.4%

25.5%27.0%

29.7% 32.4%

選択肢

１ インターネット利

用者やプロバイダ

等に対して、個人の

プライバシーや名

誉に関する理解を

深めるための教育・

啓発活動を推進する

　 33.3%

２ プロバイダや掲示板等の管理者に対し

て、情報の停止・削除を求める 31.1%

３ インターネットに

より人権侵害を受

けた人のための相

談体制を充実する 
26.5%

５ その他 6.8%

７ わからない

0.9%

４ 「表現の自由」に

もかかわる問題で

あり、規制すべきで

ない 0.5%

６ 特に必要なこと

はない 0.9%
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　「問２１　インターネットを悪用した人権侵害の解決のためには、どのようなことが必
要だと思いますか。（○は３つまで）」については、「１　インターネット利用者やプロ
バイダ等に対して、個人のプライバシーや名誉に関する理解を深めるための教育・啓発活
動を推進する」 が 33.3% と最も多く、次いで「２　プロバイダや掲示板等の管理者に対
して、情報の停止・削除を求める」 が 31.1% となっている。

　性別でみると、女性より男性の割合の方が高く、差が一番大きい選択肢は、「７　わか
らない」（男性：10.8%、女性：4.8%）であり、一方、男性より女性の割合が高く、差
が一番大きい選択肢は、「１　インターネット利用者やプロバイダ等に対して、個人のプ
ライバシーや名誉に関する理解を深めるための教育・啓発活動を推進する」（男性：
28.4%、女性：34.5%）となっている。

　年齢別にみると、全世代で、「１　インターネット利用者やプロバイダ等に対して、個
人のプライバシーや名誉に関する理解を深めるための教育・啓発活動を推進する」「２
プロバイダや掲示板等の管理者に対して、情報の停止・削除を求める」「３　インター
ネットにより人権侵害を受けた人のための相談体制を充実する」が多数となっている。
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５　人権尊重社会実現への取組
　（１）講演会・研修会に関する意識
　　問２２　人権に関する講演会などへ参加したことがありますか。（単位：％）

男 女

28.2% 45.6%
71.8% 54.4%

16-25歳 26-35歳 36-45歳 46-55歳 56-65歳 66-75歳 76歳以上

1 83.3% 41.7% 43.8% 35.3% 30.0% 50.0% 14.3%
2 16.7% 58.3% 56.3% 64.7% 70.0% 50.0% 85.7%

１　ある
２　ない

選択肢

　「問２２　人権に関する講演会などへ参加したことがありますか。」については、「２
ない」 が 61.5% となっている。

　性別でみると、女性より男性の割合の方が高く、差が一番大きい選択肢は、「２　な
い」（男性：71.8%、女性：54.4%）であり、一方、男性より女性の割合が高く、差が
一番大きい選択肢は、「１　ある」（男性：28.2%、女性：45.6%）となっている。

　年齢別にみると、26歳以上で、「２　ない」が半数以上となっている。一方、16歳-
25歳では、「１　ある」が 83.3%となっている。

２ ない 61.5%

１ ある 38.5%

53



男 女

35.0% 26.0%

0.0% 10.0%
15.0% 12.0%

0.0% 2.0%

16-25歳 26-35歳 36-45歳 46-55歳 56-65歳 66-75歳 76歳以上

1 0.0% 33.3% 33.3% 18.2% 37.5% 31.3% 33.3%
2 100.0% 50.0% 50.0% 54.5% 25.0% 56.3% 33.3%
3 0.0% 0.0% 8.3% 0.0% 6.3% 12.5% 33.3%
4 0.0% 16.7% 0.0% 27.3% 31.3% 0.0% 0.0%
5 0.0% 0.0% 8.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

　　問２２－１　人権に関する講演会などへ参加したことがある人にお尋ねします。参加
した講演会等はどちらの主催のものでしたか。（○はいくつでも）（単位：％）

２　学校やＰＴＡ、教育委員会主催の講演会・研
修会

50.0% 50.0%

１　国、県、市町村主催の講演会・研修会
選択肢

５　その他
４　会社や労働組合等での研修会
３　自治会・婦人会等の主催の講演会・研修会

　「問２２－１　人権に関する講演会などへ参加したことがある人にお尋ねします。参加
した講演会等はどちらの主催のものでしたか。（○はいくつでも）」については、「２
学校やＰＴＡ、教育委員会主催の講演会・研修会」 が 49.3% と最も多く、次いで「１
国、県、市町村主催の講演会・研修会」 が 29.0% となっている。

　性別でみると、女性より男性の割合の方が高く、差が一番大きい選択肢は、「１　国、
県、市町村主催の講演会・研修会」（男性：35.0%、女性：26.0%）であり、一方、男
性より女性の割合が高く、差が一番大きい選択肢は、「３　自治会・婦人会等の主催の講
演会・研修会」（男性：0.0%、女性：10.0%）となっている。

　年齢別にみると、「１　国、県、市町村主催の講演会・研修会」「２　学校やＰＴＡ、
教育委員会主催の講演会・研修会」が、年齢ごとにばらつきはあるが、 多数となってい
る。

２ 学校やPTA、教
育委員会主催の講

演会・研修会 
49.3%

１ 国、県、市町村

主催の講演会・研

修会 29.0%

４ 会社や労働組合

等での研修会 
13.0%

３ 自治会・婦人会

等の主催の講演

会・研修会 7.2%

５ その他 1.4%
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男 女

69.2% 38.2%
0.0% 2.9%

15.4% 5.9%
0.0% 2.9%
0.0% 5.9%
0.0% 5.9%
0.0% 2.9%

16-25歳 26-35歳 36-45歳 46-55歳 56-65歳 66-75歳 76歳以上

1 33.3% 20.0% 33.3% 42.9% 66.7% 9.1% 0.0%
2 50.0% 60.0% 11.1% 57.1% 0.0% 81.8% 66.7%
3 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
4 0.0% 0.0% 22.2% 0.0% 16.7% 9.1% 0.0%
5 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
6 0.0% 0.0% 11.1% 0.0% 16.7% 0.0% 0.0%
7 0.0% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3%
8 0.0% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

　　問２２－２　人権に関する講演会などへ参加したことがある人にお尋ねします。講演
会等に参加して、どう思いましたか。（○はいくつでも）（単位：％）

１　人権問題の理解が深まり、今後できるかぎり
のことをしようと思った

35.3%15.4%

７　わからない
６　その他
５　内容がものたりなかった
４　いつも同じような内容である
３　内容がむずかしすぎて、よくわからなかった

選択肢

２　人権問題について多少は知ることができた

８　こんなことをしても役立たないと思った

２ 人権問題につい

て多少は知ること

ができた44.4％

１ 人権問題の理

解が深まり、今後で

きるかぎりのことを

しようと思った 
31.1%

４ いつも同じような

内容である 8.9%

６ その他 4.4%

７ わからない 
4.4%

３ 内容がむずかしすぎて、よ

くわからなかった 2.2%

５ 内容がものたり

なかった 2.2% ８ こんなことをして

も役立たないと思っ

た 2.2%
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　「問２２－２　人権に関する講演会などへ参加したことがある人にお尋ねします。講演
会等に参加して、どう思いましたか。（○はいくつでも）」については、「２
人権問題について多少は知ることができた」 が 44.4% 、「１　人権問題の理解が深ま
り、今後できるかぎりのことをしようと思った」 が 31.1% で、これらを合わせると、
肯定的回答が 75.5% となっている。一方、「４　いつも同じような内容である」 が
8.9% 、「３　内容がむずかしすぎて、よくわからなかった」 が 2.2% 、「５　内容がも
のたりなかった」 が 2.2% 、「８　こんなことをしても役立たないと思った」 が 2.2%
で、これらを合わせると、否定的回答が 15.5% となっている。

　性別でみると、女性より男性の割合の方が高く、差が一番大きい選択肢は、「２　人権
問題について多少は知ることができた」（男性：69.2%、女性：38.2%）であり、一
方、男性より女性の割合が高く、差が一番大きい選択肢は、「１　人権問題の理解が深ま
り、今後できるかぎりのことをしようと思った」（男性：15.4%、女性：35.3%）と
なっている。

　年齢別にみると、「１　人権問題の理解が深まり、今後できるかぎりのことをしようと
思った」「２　人権問題について多少は知ることができた」については、年齢ごとにばら
つきはあるが、 割合が高くなる傾向がある。一方、「３　内容がむずかしすぎて、よくわ
からなかった」「５　内容がものたりなかった」「４　いつも同じような内容である」
が、各年齢ごとにばらつきがあるが、多数となっている。
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男 女

20.0% 35.1%

30.0% 13.5%
16.7% 18.9%

6.7% 8.1%

16-25歳 26-35歳 36-45歳 46-55歳 56-65歳 66-75歳 76歳以上

1 0.0% 37.5% 40.0% 36.4% 28.6% 0.0% 33.3%
2 0.0% 0.0% 20.0% 18.2% 7.1% 0.0% 8.3%
3 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 35.7% 30.0% 25.0%
4 50.0% 25.0% 20.0% 27.3% 14.3% 10.0% 25.0%
5 50.0% 37.5% 10.0% 9.1% 7.1% 40.0% 8.3%
6 0.0% 0.0% 10.0% 9.1% 7.1% 20.0% 0.0%

　　問２２－３　人権に関する講演会などへ参加したことがない人にお尋ねします。どの
ような理由から参加しませんでしたか。（○は１つだけ）（単位：％）

６　その他
５　覚えていない
４　人権問題に関心がない

３　参加しようと思ったが、やむをえない事情の
ため参加できなかった

２　人権問題のことは、よく知っている（参加す
るまでもないと思う）

１　講演などが開かれていることを知らなかった

21.6%10.0%

2.7%16.7%

　「問２２－３　人権に関する講演会などへ参加したことがない人にお尋ねします。どの
ような理由から参加しませんでしたか。（○は１つだけ）」については、「１　講演など
が開かれていることを知らなかった」 が 28.8% と最も多く、次いで「４　人権問題に関
心がない」 が 21.2% となっている。

　性別でみると、女性より男性の割合の方が高く、差が一番大きい選択肢は、「４　人権
問題に関心がない」（男性：30.0%、女性：13.5%）であり、一方、男性より女性の割
合が高く、差が一番大きい選択肢は、「１　講演などが開かれていることを知らなかっ
た」（男性：20.0%、女性：35.1%）となっている。

　年齢別にみると、16歳-55歳および76歳以上では、「１　講演などが開かれているこ
とを知らなかった」「４　人権問題に関心がない」が半数以上となっている。一方、56歳
-75歳では、「３　参加しようと思ったが、やむをえない事情のため参加できなかった」
が、最多数となっている。（「５　覚えていない」除く。）

選択肢

１ 講演などが開か

れていることを知ら

なかった 28.8%

４ 人権問題に関心

がない 21.2%
５ 覚えていない

18.2%

３ 参加しようと思っ

たが、やむをえない

事情のため参加で

きなかった 16.7%

２ 人権問題のこと

は、よく知っている

（参加するまでもな

いと思う） 9.1%

６ その他 6.1%
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男 女

10.6% 5.4%
8.8% 13.1%

13.8% 13.5%
16.3% 13.5%
11.9% 10.4%

1.3% 1.2%
8.1% 3.9%
0.6% 0.8%
0.6% 0.4%
4.4% 2.7%
3.1% 4.6%
8.1% 12.7%

1.3% 0.8%

1.3% 1.9%

７　外国人に関する問題
８　ハンセン病回復者に関する問題

１　同和問題（部落差別問題）

　　問２２－４　今後どのような人権課題に関する内容ならば参加したいと思いますか。
（○を５つつけてください。）（単位：％）

１７　その他

４　高齢者に関する問題

１６　東日本大震災被災者及び東京電力福島原発
事故に伴う被爆者にかかる風評被害等に関する問
題

６　アイヌの人々に関する問題
５　障がい者に関する問題

３　子どもに関する問題
２　女性に関する問題

１５　性同一性障害者や同性愛者などのＬＧＢＴ
に関する問題

１２　インターネットによる人権侵害の問題
１１　犯罪被害者等に関する問題
１０　刑を終えて出所した人に関する問題
９　ＨＩＶ（エイズ）感染者等に関する問題

6.9%3.8%

5.0%3.1%

3.1%3.1%

１４　ホームレスに関する問題

１３　北朝鮮当局による拉致被害者及びその家族
の人権問題

選択肢

４ 高齢者に関する

問題 14.6%

３ 子どもに関する

問題 13.6%

２ 女性に関する問

題 11.5%

５ 障がい者に関す

る問題 11.0%１２ インターネット

による人権侵害の

問題 11.0%

１ 同和問題(部落
差別問題) 7.4%

１６ 東日本大震災被災者及

び東京電力福島原発事故に

伴う被爆者にかかる風評被害

等に関する問題 5.7%

７ 外国人に関する

問題 5.5%

１５ 性同一性障害

者や同性愛者など

のＬＧＢＴに関する

問題 4.3%

１１ 犯罪被害者等

に関する問題 4.1%

１０ 刑を終えて出所し

た人に関する問題 3.3%

１３ 北朝鮮当局による拉致被害

者及びその家族の人権問題 3.1%

１７ その他 1.7%
６ アイヌの人々に

関する問題 1.2% １４ ホームレスに関する問題

８ ハンセン病回復者に関

９ ＨＩＶ（エイズ）感

染者等に関する問題

　　0.5%

58

する問題　0.7%

1.0％



16-25歳 26-35歳 36-45歳 46-55歳 56-65歳 66-75歳 76歳以上

1 6.3% 7.5% 10.5% 5.4% 7.8% 6.7% 7.8%
2 12.5% 11.3% 12.3% 13.5% 10.4% 10.7% 9.8%
3 12.5% 11.3% 17.5% 14.9% 13.0% 16.0% 7.8%
4 12.5% 9.4% 8.8% 12.2% 16.9% 22.7% 15.7%
5 18.8% 7.5% 10.5% 8.1% 10.4% 12.0% 13.7%
6 3.1% 0.0% 0.0% 0.0% 1.3% 1.3% 3.9%
7 9.4% 5.7% 5.3% 6.8% 2.6% 4.0% 7.8%
8 0.0% 1.9% 0.0% 0.0% 1.3% 0.0% 2.0%
9 0.0% 1.9% 0.0% 0.0% 1.3% 0.0% 0.0%

10 6.3% 3.8% 0.0% 2.7% 3.9% 2.7% 5.9%
11 0.0% 5.7% 3.5% 6.8% 2.6% 4.0% 3.9%
12 9.4% 11.3% 15.8% 16.2% 10.4% 9.3% 2.0%
13 3.1% 1.9% 1.8% 1.4% 2.6% 5.3% 5.9%
14 0.0% 3.8% 0.0% 1.4% 0.0% 0.0% 2.0%
15 3.1% 7.5% 7.0% 6.8% 3.9% 1.3% 0.0%
16 3.1% 9.4% 1.8% 2.7% 9.1% 4.0% 9.8%
17 0.0% 0.0% 5.3% 1.4% 2.6% 0.0% 2.0%

　「問２２－４　　今後どのような人権課題に関する内容ならば参加したいと思います
か。（○を５つつけてください。）」については、「４　高齢者に関する問題」が
14.6% 、「３　子どもに関する問題」が 13.6% 、「２　女性に関する問題」が 11.5%
、「５　障がい者に関する問題」が 11.0% 、「１２　インターネットによる人権侵害の
問題」が 11.0% で、これらを合わせると、社会的弱者と呼ばれる立場の方の人権課題に
ついての内容であれば参加したいとする人が、 61.7% となっている。

　性別でみると、女性より男性の割合の方が高く、差が一番大きい選択肢は、「１　同和
問題　（部落差別問題）」（男性：10.6%、女性：5.4%）であり、一方、男性より女性
の割合が高く、差が一番大きい選択肢は、「１２　インターネットによる人権侵害の問
題」（男性：8.1%、女性：12.7%）となっている。

　年齢別にみると、「２　女性に関する問題」「３　子どもに関する問題」「４　高齢者
に関する問題」「５　障がい者に関する問題」「１２　インターネットによる人権侵害の
問題」が、各年齢ごとにばらつきはあるが、多数となっている。
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　（２）効果的な人権啓発広報活動

男 女

28.0% 17.7%
14.0% 12.7%
11.0% 13.3%

6.0% 5.0%
2.0% 6.1%

10.0% 7.7%

9.0% 3.3%

0.0% 2.2%
3.0% 5.0%

　　問２３　あなたは、人権尊重の社会を実現するために、どのような啓発広報活動が効
果的だと思いますか。（○はいくつでも）（単位：％）

5.0%

2.0%

１１　人権問題に関する小説・作文・標語などの
募集
１２　人権問題をテーマとしたイベント（講演
会・コンサート・パネル展示などを複合的に実
施）

４　映画・ビデオ

1.0%

1.7%

選択肢

8.0%

4.4%

３　村の広報紙
２　新聞広告や記事

８　ワークショップ形式（専門家をまじえた少人
数の討議・活動）の研修会・学習会

１０　障がいのある人や高齢者などの疑似（ぎ
じ）体験会

９　相互の理解を深めるための交流会

７　講演会や講義形式の研修会・学習会

１４　わからない
１３　その他

8.8%

５　パンフレット・ポスター

7.2%

１　テレビ・ラジオ

６　ホームページ・Ｅメール・ツイッター（ＳＮ
Ｓ）など

4.0%

2.0%

１ テレビ・ラジオ 
21.4%

２ 新聞広告や記事

　　13.2%

３ 村の広報紙

12.5%

７ 講演会や講義形

式の研修会・学習会

　　8.5%

１０ 障がいのある

人や高齢者などの

疑似体験会 8.5%

６ ホームページ・E
メール・ツイッター

（SNS)など 6.0%

４ 映画・ビデオ 
5.3%

９ 相互の理解を深

めるための交流会 
5.3%

５ パンフレット・ポ

スター 4.6%

１４ わからない

4.3%

８ ワークショップ形

式（専門家をまじえ

た少人数の討議・

活動）の研修会・学

習会 3.6%

１２ 人権問題を

テーマとしたイベン

ト（講演会・コンサー

ト・パネル展示など

を複合的に実施） 
3.6%

１１ 人権問題に関

する小説・作文・標

語などの募集 1.8%

１３ その他 1.4%
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16-25歳 26-35歳 36-45歳 46-55歳 56-65歳 66-75歳 76歳以上

1 27.3% 14.7% 12.5% 26.1% 25.5% 23.5% 18.9%
2 22.7% 8.8% 10.0% 15.2% 13.7% 11.8% 13.5%
3 9.1% 5.9% 10.0% 4.3% 11.8% 19.6% 24.3%
4 18.2% 5.9% 2.5% 6.5% 5.9% 3.9% 0.0%
5 0.0% 2.9% 10.0% 2.2% 5.9% 3.9% 5.4%
6 9.1% 14.7% 5.0% 10.9% 3.9% 2.0% 0.0%
7 0.0% 8.8% 15.0% 4.3% 9.8% 9.8% 8.1%
8 9.1% 5.9% 0.0% 4.3% 5.9% 0.0% 2.7%
9 0.0% 8.8% 7.5% 2.2% 3.9% 7.8% 5.4%

10 4.5% 20.6% 5.0% 8.7% 2.0% 9.8% 10.8%
11 0.0% 0.0% 0.0% 2.2% 2.0% 3.9% 2.7%
12 0.0% 2.9% 7.5% 4.3% 2.0% 3.9% 2.7%
13 0.0% 0.0% 2.5% 4.3% 2.0% 0.0% 0.0%
14 0.0% 0.0% 12.5% 4.3% 5.9% 0.0% 5.4%

　「問２３　あなたは、人権尊重の社会を実現するために、どのような啓発広報活動が効
果的だと思いますか。（○はいくつでも）」については、「１　テレビ・ラジオ」が 21.
４% と最も多く、次いで「２　新聞広告や記事」 が 13.2% 、「３　村の広報紙」が
12.5% となっている。

　性別でみると、女性より男性の割合の方が高く、差が一番大きい選択肢は、「１　テレ
ビ・ラジオ」（男性：28.0%、女性：17.7%）であり、一方、男性より女性の割合が高
く、差が一番大きい選択肢は、「５　パンフレット・ポスター」（男性：2.0%、女性：
6.1%）となっている。

　年齢別にみると、全世代で、「１　テレビ・ラジオ」が多数となっている。一方、「２
新聞広告や記事」「３　村の広報紙」については、年齢ごとにばらつきはあるが、 割合が
高くなる傾向がある。
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男 女

16.3% 17.6%
39.5% 41.2%
11.6% 23.5%
18.6% 2.9%
14.0% 14.7%

16-25歳 26-35歳 36-45歳 46-55歳 56-65歳 66-75歳 76歳以上

1 0.0% 7.7% 11.1% 11.8% 33.3% 13.6% 30.8%
2 28.6% 23.1% 33.3% 41.2% 28.6% 72.7% 38.5%
3 28.6% 23.1% 22.2% 29.4% 19.0% 4.5% 15.4%
4 14.3% 15.4% 11.1% 11.8% 4.8% 0.0% 15.4%
5 28.6% 30.8% 22.2% 5.9% 14.3% 9.1% 0.0%

　　問２４　佐那河内村では、広報さなごうちの中で人権教育啓発シリーズを掲載してい
ますが、あなたはどの程度読んでいますか。（○は１つ）（単位：％）

　「問２４　佐那河内村では、広報さなごうちの中で人権教育啓発シリーズを掲載してい
ますが、あなたはどの程度読んでいますか。（○は１つ）」については、「２　ときどき
読む」が 40.5% 、「１　いつも読む」が 17.1% で、これらを合わせると、定期的に読
んでいる人が 57.6% となっている。一方、「３　ほとんど読まない」が 18.9% 、「５
そのような記事があることを知らない」が 14.4% 、「４　まったく読まない」が 9.0%
で、これらを合わせると、読んでいない人が 42.3% となっている。

　性別でみると、女性より男性の割合の方が高く、差が一番大きい選択肢は、「４　まっ
たく読まない」（男性：18.6%、女性：2.9%）であり、一方、男性より女性の割合が高
く、差が一番大きい選択肢は、「３　ほとんど読まない」（男性：11.6%、女性：
23.5%）となっている。

　年齢別にみると、16歳-45歳では、「３　ほとんど読まない」「４　まったく読まな
い」「５　そのような記事があることを知らない」が過半数となっている。一方、46歳以
上では、「１　いつも読む」「２　ときどき読む」が、過半数となっている。

２　ときどき読む
１　いつも読む

５　そのような記事があることを知らない
４　まったく読まない
３　ほとんど読まない

選択肢

１ いつも読む 
17.1%

２ ときどき読む

40.5%

３ ほとんど読まない

　18.9%

４ まったく読まない

 9.0%

５ そのような記事

があることを知らない

 14.4%
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　（３）　人権擁護委員制度の認知度
　　問２５　人権擁護委員の制度を知っていますか。(単位：％）

男 女

37.5% 32.8%
62.5% 67.2%

16-25歳 26-35歳 36-45歳 46-55歳 56-65歳 66-75歳 76歳以上

1 16.7% 38.5% 16.7% 31.3% 40.0% 40.0% 54.5%
2 83.3% 61.5% 83.3% 68.8% 60.0% 60.0% 45.5%

　「問２５　あなたは、人権擁護委員の制度を知っていますか。」については、「２　知
らない」が 65.4% となっている。

　性別でみると、女性より男性の割合の方が高く、差が一番大きい選択肢は、「１　知っ
ている」（男性：37.5%、女性：32.8%）であり、一方、男性より女性の割合が高く、
差が一番大きい選択肢は、「２　知らない」（男性：62.5%、女性：67.2%）となって
いる。

　年齢別にみると、全世代で、「２　知らない」がほぼ半数程度以上となっている。一
方、76歳以上では、「１　知っている」が、過半数となっている。

２　知らない
１　知っている

選択肢

２ 知らない 65.4%

１ 知っている 
34.6%
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男 女

24.1% 7.7%
13.8% 3.8%

16-25歳 26-35歳 36-45歳 46-55歳 56-65歳 66-75歳 76歳以上

1 50.0% 60.0% 80.0% 16.7% 30.8% 16.7% 33.3%
2 0.0% 40.0% 20.0% 33.3% 46.2% 58.3% 33.3%
3 50.0% 0.0% 0.0% 16.7% 7.7% 25.0% 25.0%
4 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 15.4% 0.0% 8.3%

　　問２５－１　人権擁護委員の制度を知っている人にお尋ねします。あなたが知ってい
る人権擁護委員の活動を選んでください。（○はいくつでも）（単位：％）

　「問２５－１　人権擁護委員の制度を知っている人にお尋ねします。あなたが知ってい
る人権擁護委員の活動を選んでください。（○はいくつでも）」については、「２　相談
活動（毎月第２月曜日に人権相談を実施している）」が 40.0% となっている。一方、
「１　人権擁護委員という言葉は聞いたことがあるが、活動の内容については知らない」
が 34.5% となっている。

　性別でみると、女性より男性の割合の方が高く、差が一番大きい選択肢は、「３　啓
発・広報活動」（男性：24.1%、女性：7.7%）であり、一方、男性より女性の割合が高
く、差が一番大きい選択肢は、「１　人権擁護委員という言葉は聞いたことがあるが、活
動の内容については知らない」（男性：27.6%、女性：42.3%）となっている。

　年齢別にみると、「１　人権擁護委員という言葉は聞いたことがあるが、活動の内容に
ついては知らない」「２　相談活動（毎月第２月曜日に人権相談を実施している）」につ
いては、年齢ごとにばらつきはあるが、 割合が高くなる傾向がある。

46.2%34.5%

４　救済活動
３　啓発・広報活動

42.3%27.6%
１　人権擁護委員という言葉は聞いたことがある
が、活動の内容については知らない

選択肢

２　相談活動（毎月第２月曜日に人権相談を実施
している）

２ 相談活動 40.0%

１ 人権擁護委員と

いう言葉は聞いたこ

とがあるが、活動の

内容については知

らない 34.5%

３ 啓発・広報活動 
16.4%

４ 救済活動 9.1%
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　（４）心がけるべき行動

男 女

23.1% 21.0%

14.0% 13.5%
7.4% 10.5%
0.0% 0.5%
0.0% 1.0%
0.8% 2.0%

16-25歳 26-35歳 36-45歳 46-55歳 56-65歳 66-75歳 76歳以上

1 28.6% 19.5% 15.9% 24.5% 23.3% 23.2% 19.6%
2 19.0% 22.0% 22.7% 22.6% 21.7% 25.0% 17.4%
3 9.5% 9.8% 11.4% 7.5% 6.7% 10.7% 13.0%
4 23.8% 24.4% 18.2% 20.8% 18.3% 21.4% 23.9%
5 14.3% 14.6% 15.9% 13.2% 10.0% 12.5% 17.4%
6 4.8% 9.8% 9.1% 11.3% 11.7% 7.1% 8.7%
7 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.7% 0.0% 0.0%
8 0.0% 0.0% 2.3% 0.0% 1.7% 0.0% 0.0%
9 0.0% 0.0% 4.5% 0.0% 5.0% 0.0% 0.0%

　　問２６　人権尊重の社会を実現するには、村民一人ひとりが、どのようなことを心が
けて行動すべきだと思いますか。（○はいくつでも）（単位：％）

20.0%
４　自分の権利ばかりではなく他人の権利を尊重
すること

６　家庭内での家族の権利を大切にすること

２　非合理な因習や風習、誤った固定観念にとら
われないこと

９　わからない
８　特にない
７　その他

５　自分の生活している地域を大切にすること

１　人権に関する正しい知識を身につけること
選択肢

23.1%

8.5%11.6%

23.0%19.8%

３　自分の権利について理解し、正当な権利につ
いて主張すること

１ 人権に関する正

しい知識を身につけ

ること 21.8%

２ 非合理な因習や

風習、誤った固定観

念にとらわれないこと

 21.8%４ 自分の権利ばか

りではなく他人の権

利を尊重すること 
21.2%

５ 自分の生活して

いる地域を大切に

すること 13.7%

３ 自分の権利につ

いて理解し、正当な

権利について主張

すること 9.7%

６ 家庭内での家族

の権利を大切にす

ること 9.3%

９ わからない 
1.6% ８ 特にない 0.6%

７ その他 0.3%
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　「問２６　人権尊重の社会を実現するには、村民一人ひとりが、どのようなことを心が
けて行動すべきだと思いますか。（○はいくつでも）」については、「１　人権に関する
正しい知識を身につけること」が 21.8% 、「２　非合理な因習や風習、誤った固定観念
にとらわれないこと」が 21.8% と最も多く、次いで「４　自分の権利ばかりではなく他
人の権利を尊重すること」が  21.2% となっている。

　性別でみると、女性より男性の割合の方が高く、差が一番大きい選択肢は、「４　自分
の権利ばかりではなく他人の権利を尊重すること」（男性：23.1%、女性：20.0%）で
あり、一方、男性より女性の割合が高く、差が一番大きい選択肢は、「２　非合理な因習
や風習、誤った固定観念にとらわれないこと」（男性：19.8%、女性：23.0%）となっ
ている。

　年齢別にみると、「１　人権に関する正しい知識を身につけること」「２　非合理な因
習や風習、誤った固定観念にとらわれないこと」「４　自分の権利ばかりではなく他人の
権利を尊重すること」「５　自分の生活している地域を大切にすること」が、多数となっ
ている。
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６　人権問題に関する自由意見　※　原文のままで掲載しています。

　○村では3人の方が人権委員でおられるとのことですが、相談の内容を具体的に説明し
　　て、こういうことで悩んでいます、という例を挙げて、気楽に相談に応じてもらえた
　　らと思います。

　○人権問題を主張している人が面倒くさい。

　○最近の親子さんは「自分の子に限って」が多くありませんか？
　　学校で何かあればすぐ教育委員会、もう少し先生との話し合いも必要ではないので
　　しょうか？
　　佐那河内は生徒も少ないのですから、もう少し話し合い自分の子供のことを家の内と
　　家の外との違いも理解するのも人権問題につながるのでは。

　○自分が言われて嫌なことは人には言わない！一人一人が守れば社会が良くなる！

　○設問を読むだけでも大分勉強になりました。差別で問題になっているポイントがよく
　　分かりました。
　　選ばないといけないのでじっくり考えたり読み返したりします。
　　アンケート用に送付された人だけでなく多くの人がやってみたらいいアンケートだと
　　思いました。（集計を目的にしなくても）。

　○設問6について
　　憲法に触れる行為です。行うべきでないという選択肢を設けるべきです。
　
　○設問7,8について
　　「同和地区」は同対法に基づく指定であり、もうこういう地区は存在しないのではな
　　いですか？
　　この設問自体が差別があることを前提にしており今日的に行うべきアンケートではな
　　い。
　　不適切な設問です。こういう調査はやめるべきです。
　
　○設問9について
　　実態的差別はなくなってきており同和行政、同和教育をすること自身が逆差別を生む
　　ことになる段階にきていることを理解して対応すべき。
　
　　参考資料（同和問題）について
　　大きく解消に向かっています。資料は、不正解。だから同対法を廃止したのでしょ！
　　こういう資料を付けたアンケートはナンセンスです。
　　個人の権限を守ることは憲法が政府・自治体に求めていることだ。権力による人権侵
　　害が最も重要だ。
　　そのことを自覚して、行政は対応すべきだ。
　　この調査は同和問題にバイアスがかかるものになっています。
　　これ自身が人権にとって重大ではないですか？
　　調査で述べられない意見を書いておきましたので、
　　結果公表の時に記載したことをきちんと公表してください。
　　(赤文字の部分は表紙に書いてありました）

　○今回のアンケートの回答者となり、改めて人権の意識への自分の考えや、行政の取り
　　組み、社会のあり方について考える機会となりました。

　○丸印をつけた問題について出来るだけ啓発してほしい。

　○人権は大切です。身近に反面教師的存在が沢山いるので、より大切さがわかります。
　　学校での人権問題の講演会は生徒達の身としては眠いだけの２～３時間です。
　　映画やおもしろい人を呼ぶとか、そしたら「眠いだけの２～３時間」にはならないか
　　と！
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　○問４-２で、民生委員さんが何もしてくれなかったので、相手に抗議するなど自分で
　　解決した。

　○村特有の閉鎖的な慣習の多いこと。小さいころからの教育が大事。

　○不確定な情報を流したり、うわさを広めたりすることが、村人全員の人権を侵害して
　　いることにつながるような風潮がある。

　○私の体験と日頃思うことです。
　
　　意見が違うと言うだけで、２名の保護者から陰湿な攻撃を受け、私の持ち物を捨てら
　　れ、その上、うちの子に嫌がらせされたことがあり、今でも心の傷を負っています。
　
　　このようなことを平気でする事の善悪も分からない人が、ある社会の組織に加わって
　　いますが、その組織からも人権上問題のある言動が目立ちます。

　　まるで、大人がいじめの手本を子どもに見せているかのようで、このままでは、地域
　　に関わる子どものモラルも歪められ、いじめが増えるのではないかと危惧していま
　　す。
　　このように、人権尊重の理念やモラルの分かってない人が地域で活動していることに
　　疑念を抱いています。
　
　　村は今までそのような人を見て見ぬふりをし、そのような振る舞いを許してきたので
　　しょうか。
　
　　地域づくり、地域活性化、横の繋がりは大切なことですが、それ以前の言うに言えな
　　い潜在的課題の実態の解決無しに地域課題解消はなしえないと思います。

　　理不尽によって、このまま村に関わりたくない人が増えれば、村が破綻してしまうの
　　ではないかと懸念もあります。

　　まずは、人権尊重の理念やモラル指導を社会教育構成員に教育し、人権尊重の基盤に
　　立った上で、地域作りを目指していただきたいです。
　
　　そして今後は、人権や本質から外れた人が人の上に立つことがないよう、
　　良識に基づいた正しい行動基準規律も必要だと思います。
　
　　これ以上、心の傷を負う子供が増えないよう、よろしくお願いします。

　○同和教育は表面的な教育であって、本来なぜ差別されているか貴方も知り得ないと思
　　いますよ。
　　教育では昔刑場の仕事をしていた。との内容。事実は違います。
　　日本人では無いということです。
　　同じ教育をするなら真実の教育をするべきですし、そうすれば同和問題にも光が見え
　　てくるでしょう。

　○「人権問題」というふうに日頃は特別に意識していないことが多い気がします。
　　今回の意識調査であらためて「こういうことが人権問題になっているんだ」と認識さ
　　せられました。
　　近年はインターネットの普及により、インターネットを利用した人権侵害が増えてき
　　ています。
　　匿名性を悪用し、とても陰湿な印象を受けます。
　　これからもこのような新しい形の人権問題が増えていくのでしょうか？
　　少し不安です。

　○日々の生活をしていて、「人権の村」と深く感じたことはない。
　　むしろ、人権や尊厳を守る意識は低いと感じている。
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　○義務教育で不登校の子どもがおり、基礎学力が不足したまま大人となることが本人、
　　社会共に不幸なこと。最低限の基礎学力をつけてやって欲しい。
　　たとえば「九九」が分からないまま中学を卒業する子どもがいるが、これは教師の質
　　の問題だと思う。
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＜佐那河内村人権条例＞
　
　「佐那河内村人権条例」は、「村民の人権擁護と人権意識の高揚を図り、すべての人の
基本的人権が尊重される心豊かに安心して暮らせるむらづくりの実現を図る」と定めてい
ます。
　家庭で、学校で、職場で、地域で、一人一人が人権尊重の学習と実践に努め、誰もが住
みやすいむらづくりを進めましょう。
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